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【
要
旨
】 日
本
語
と
中
国
語
の
語
彙
に
つ
い
て
論
考
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て

き
た
。
例
え
ば
、
同
形
語
の
解
釈
の
辞
書
や
事
典
は
少
な
く
な
い
。
本
稿
は
、
同
じ
漢
字

で
あ
る
「
娘
」
を
取
り
上
げ
、
単
に
日
本
語
と
中
国
語
の
意
味
の
違
い
を
指
摘
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
甲
骨
文
で
あ
る
象
形
文
字
の
「
娘
」
の
構
造
か
ら
分
析
し
、
古
代
か
ら
現
代

ま
で
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
に
関
わ
る
表
現
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
比
較

し
て
考
察
す
る
。
そ
も
そ
も
同
じ
漢
字
で
あ
る「
娘
」は
、
二
つ
の
正
反
対
の
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
一
つ
は「
娘
」で
あ
り
、
も
う
一
つ
は「
母
」で
あ
る
。
英
語
で
言
う
と「daughter

」

と
「m

other

」
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
日
本
語
で
は
「daughter
」
の
意
味
と
し

て
使
い
、
中
国
語
で
は
「m

other

」
の
意
味
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
と
中
国

の
文
化
は
違
う
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
同
じ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
は
、
日
本

語
と
中
国
語
で
異
な
る
意
味
を
使
っ
て
い
る
の
か
。
両
国
の
「
娘
」
に
関
す
る
史
的
な
表

現
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
注
目
し
た
い
こ
と
は
、「
娘
」
と
「
嬢
」
に
繋
が
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
漢
字
の
間
に
何
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
関
係
を
究
明
し
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
「
娘
」
に
関
わ
る
表
現
に
つ
い
て
の
疑

問
を
解
く
こ
と
が
、
本
稿
の
狙
い
所
で
あ
る
。
中
国
伝
統
の
漢
字
の
六
書
や
西
洋
の
語
用

論
な
ど
の
観
点
か
ら
、
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
同
形
語
の
「
娘
」
に
関
す
る
表
現
の

変
遷
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
用
例
を
取
り
上
げ
て
、
文
字
か
ら
反
映
し
た
日
本
文
化
と

中
国
文
化
の
性
格
を
考
察
し
て
み
た
い
。

日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
考
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一
　
は
じ
め
に

周
知
の
ご
と
く
、
日
本
の
漢
字
は
中
国
か
ら
転
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
娘
」
も

中
国
か
ら
き
た
こ
と
は
例
外
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
中
国
の
古
い
甲
骨
文
字
の

「
娘
」
は
ど
の
よ
う
な
姿
な
の
か
、
な
ぜ
「
母
」
の
意
味
も
含
ま
れ
た
の
か
。
日
本
で

平
仮
名
と
片
仮
名
が
発
明
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
「
娘
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
か
。
す
な
わ
ち
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
で
は
、「
娘
」
は

「
む
す
め
」
の
意
味
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
は
は
」
の
意
味
な
の
か
。
ま
た
「
娘
」
の

漢
字
の
母
国
で
あ
る
古
代
中
国
で
は
、「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
の
ど
ち
ら
を
使
っ
て

い
た
の
か
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
平
仮
名
と
片
仮
名
が
発
明
さ
れ
、
鎌

倉
、
室
町
、
江
戸
、
明
治
、
昭
和
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
」

の
意
味
と
使
い
方
は
如
何
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
一
方
で
、
中
国
語
に
お
け

る
「
娘
」
の
用
法
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
注
目
し
、
日

本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
両
国
の
言
語
と
文
化
の
特
性

を
考
察
し
て
み
た
い
。
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図
①
 

右
図
①
の
よ
う
に
、
左
側
の
部
分
は
、
漢
字
の
「
娘
」
の
「
良
」
の
当
た
る
部
分
で

あ
る
、後
に
分
析
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
は
右
側
の
「
女
」に
当
た
る
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
象
形
文
字
は
古
代
女
性
の
座
り
方
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
次
の
図
②
の
よ

う
に
、
両
手
を
胸
の
前
に
交
差
し
て
座
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
。
中
国
学
者
の
康
殷
の

研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
姿
は
、
中
国
河
南
省
の
安
陽
の
古
墓
か
ら
発
掘
さ
れ

た
古
代
中
国
の
貴
族
婦
人
の
姿
と
類
似
し
て
い
る ）

2
（

。

図
②
 

ま
た
ほ
か
の
甲
骨
文
字
の
「
女
」
か
ら
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
頭
と
髪
の

毛
の
様
子
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
次
の
二
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
一
つ
は
頭

を
後
ろ
に
向
け
た
「
女
」
の
姿
で
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

図
③
 

も
う
一
つ
は
、
髪
の
毛
が
後
ろ
に
向
い
た
年
長
者
で
あ
る
女
性
の
姿
で
あ
る
。

図
④
 

頭
の
上
の
三
本
の
髪
の
毛
が
後
ろ
に
向
い
た
「
女
」（
図
④
）
の
姿
は
、
甲
骨
文
字

の
「
老
」（
図
⑧
）
の
姿
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
え
る
。
ち
な
み
に
「
老
」
の
甲
骨

文
字
の
意
象
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

図
⑤  

図
⑥  

図
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図
⑧  

図
⑨  

図
⑩ 　
　

康
殷
の
研
究
に
従
っ
て
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
変
遷
し
て
き
た
「
女
」
の
象
形

文
字
の
過
程
が
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
（
図
⑪
〜
図
⑯
）。　
　

図
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つ
い
で
に
、
甲
骨
文
字
の
「
女
」
の
胸
の
左
右
に
点
を
入
れ
る
と
、
乳
房
の
意
味

と
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
甲
骨
文
字
の
「
母
」
の
姿
で
あ
る
。
詳
し
い
意
象
は
次
の
よ

う
に
な
る ）

3
（

（
図
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二
　
問
題
の
所
在
：「
娘
」
か
ら
見
た
日
本
語
と
中
国
語
の
違
い

同
じ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」は
、日
本
語
と
中
国
語
の
意
味
は
異
な
る
。
例
え
ば
、『
日

本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
で
は
、「
娘
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い

る
。む

す
‐
め 【
娘
】〔
名
〕（「
生
（
む
）
す
女
（
め
）」
の
意
）

　

①
 
親
に
と
っ
て
、
自
分
の
子
で
あ
る
女
。
め
の
こ
。
息
女
。

　

②
 
未
婚
の
女
性
。
若
い
女
。
お
と
め
。

　

③　

 

江
戸
、
深
川
の
遊
里
で
、
客
の
応
対
、
遊
女
の
と
り
も
ち
な
ど
に
あ
た
っ

た
女
。
娘
分
（
む
す
め
ぶ
ん
）。　

　

④
 
盗
人
仲
間
の
隠
語
。

　

⑤
  （
男
色
の
対
象
と
し
て
）
美
貌
若
年
の
新
入
監
者
を
い
う
、
囚
人
仲
間
の

隠
語
。

日
本
語
で
は
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
の
意
味
は
①
の
よ
う
に
、
主
に
英
語
で
言
う
と

こ
ろ
の
「daughter

」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
英
語
の
「m

other

」
の
意
味
に
あ
た
る
解

説
は
、
前
掲
し
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
①
〜
⑤
に
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
現
代
中
国
語
で
は
漢
字
「
娘
」
の
意
味
は
、
ま
っ
た
く
逆
で
あ
る
、

つ
ま
り
「daughter

」
で
は
な
く
、「m

other

」
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
現
代
漢
語
詞
典
』

（
商
務
印
書
館
）
で
は
、「
娘
」
の
説
明
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
中
国
語
の
意
味
を
簡

単
に
「（
）」
の
中
に
示
し
た
。

娘　

niáng

 

（
ア
） 

︿
口
﹀︹
名
︺
母
亲
：
爹
～
―
亲
～
。

　

 
 

（
話
し
言
葉
、
名
詞
、
母
親
：
両
親
・
母
親
）

 

（
イ
） 

 

称
长
一
辈
或
年
长
的
已
婚
妇
女
：
大
～ 

―
婶
～ 

。

 
 

（
年
上
の
既
婚
女
性
に
対
す
る
敬
称
：
お
ば
さ
ん
・
お
ば
）

 

（
ウ
） 

年
轻
妇
女
：
渔
～
―
新
～
。

 
 

（
若
い
女
性
：
漁
業
女
性
・
新
婦
）

中
国
語
で
あ
る
「
娘
」
の
主
な
意
味
は
「
母
親
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
「m

other

」
で

あ
る
。
ま
た
年
上
の
方
、
あ
る
い
は
既
婚
者
の
女
性
を
指
す
の
で
あ
る
。
若
い
女
性

を
表
現
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
厳
密
に
言
う
と
、
日
本
語
で
あ
る
「
娘
」、
つ
ま
り

「daughter

」
の
意
味
は
な
い
。

両
国
の
権
威
的
な
国
語
辞
書
の
解
釈
を
比
べ
て
見
た
よ
う
に
、
日
本
語
で
あ
る

「
娘
」
と
中
国
語
で
あ
る
「
娘
」
の
意
味
は
ま
っ
た
く
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
で
は
正
反
対
の
意
味
で
あ
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
少
し
追
及
し
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
漢
字
の
六
書
（
象
形
、
指
事
、
会
意
、
形
声
、
転
注
、
仮
借
）
の
原
理

か
ら
見
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
「
娘
」
の
漢
字
は
ど
の
よ
う
な
構
造
な
の
か
、「
娘
」

の
本
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

三　

象
形
文
字
「
娘
」
と
「
母
」
及
び
「
嬢
」
の
関
係

な
ぜ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
の
意
味
に
は
「
母
」
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
ま
た
な
ぜ

「
娘
」は
「
嬢
」と
書
く
の
か
。
つ
ま
り
「
娘
」と
「
嬢
」の
間
に
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
く
こ
と
が
本
節
の
目
標
で
あ
る
。　
　
　

周
知
の
如
く
、
比
較
的
古
い
漢
字
の
姿
は
古
代
中
国
の
甲
骨
文
で
あ
る ）

1
（

。
こ
こ

で
は
白
川
静
の
『
字
通
』
に
よ
っ
て
、
ま
ず
甲
骨
文
字
の
「
娘
」
の
姿
を
取
り
上
げ
て

お
き
た
い
。
そ
の
姿
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
図
①
）。
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①
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①
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二
　
問
題
の
所
在
：「
娘
」
か
ら
見
た
日
本
語
と
中
国
語
の
違
い

同
じ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」は
、日
本
語
と
中
国
語
の
意
味
は
異
な
る
。
例
え
ば
、『
日

本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
で
は
、「
娘
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い

る
。む

す
‐
め 【
娘
】〔
名
〕（「
生
（
む
）
す
女
（
め
）」
の
意
）

　

①
 
親
に
と
っ
て
、
自
分
の
子
で
あ
る
女
。
め
の
こ
。
息
女
。

　

②
 
未
婚
の
女
性
。
若
い
女
。
お
と
め
。

　

③　

 

江
戸
、
深
川
の
遊
里
で
、
客
の
応
対
、
遊
女
の
と
り
も
ち
な
ど
に
あ
た
っ

た
女
。
娘
分
（
む
す
め
ぶ
ん
）。　

　

④
 
盗
人
仲
間
の
隠
語
。

　

⑤
  （
男
色
の
対
象
と
し
て
）
美
貌
若
年
の
新
入
監
者
を
い
う
、
囚
人
仲
間
の

隠
語
。

日
本
語
で
は
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
の
意
味
は
①
の
よ
う
に
、
主
に
英
語
で
言
う
と

こ
ろ
の
「daughter

」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
英
語
の
「m

other

」
の
意
味
に
あ
た
る
解

説
は
、
前
掲
し
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
①
〜
⑤
に
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
現
代
中
国
語
で
は
漢
字
「
娘
」
の
意
味
は
、
ま
っ
た
く
逆
で
あ
る
、

つ
ま
り
「daughter

」
で
は
な
く
、「m

other

」
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
現
代
漢
語
詞
典
』

（
商
務
印
書
館
）
で
は
、「
娘
」
の
説
明
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
中
国
語
の
意
味
を
簡

単
に
「（
）」
の
中
に
示
し
た
。

娘　

niáng

 

（
ア
） 

︿
口
﹀︹
名
︺
母
亲
：
爹
～
―
亲
～
。

　

 
 

（
話
し
言
葉
、
名
詞
、
母
親
：
両
親
・
母
親
）

 

（
イ
） 

 

称
长
一
辈
或
年
长
的
已
婚
妇
女
：
大
～ 

―
婶
～ 

。

 
 

（
年
上
の
既
婚
女
性
に
対
す
る
敬
称
：
お
ば
さ
ん
・
お
ば
）

 

（
ウ
） 

年
轻
妇
女
：
渔
～
―
新
～
。

 
 

（
若
い
女
性
：
漁
業
女
性
・
新
婦
）

中
国
語
で
あ
る
「
娘
」
の
主
な
意
味
は
「
母
親
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
「m

other

」
で

あ
る
。
ま
た
年
上
の
方
、
あ
る
い
は
既
婚
者
の
女
性
を
指
す
の
で
あ
る
。
若
い
女
性

を
表
現
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
厳
密
に
言
う
と
、
日
本
語
で
あ
る
「
娘
」、
つ
ま
り

「daughter

」
の
意
味
は
な
い
。

両
国
の
権
威
的
な
国
語
辞
書
の
解
釈
を
比
べ
て
見
た
よ
う
に
、
日
本
語
で
あ
る

「
娘
」
と
中
国
語
で
あ
る
「
娘
」
の
意
味
は
ま
っ
た
く
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
で
は
正
反
対
の
意
味
で
あ
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
少
し
追
及
し
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
漢
字
の
六
書
（
象
形
、
指
事
、
会
意
、
形
声
、
転
注
、
仮
借
）
の
原
理

か
ら
見
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
「
娘
」
の
漢
字
は
ど
の
よ
う
な
構
造
な
の
か
、「
娘
」

の
本
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

三　

象
形
文
字
「
娘
」
と
「
母
」
及
び
「
嬢
」
の
関
係

な
ぜ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
の
意
味
に
は
「
母
」
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
ま
た
な
ぜ

「
娘
」は
「
嬢
」と
書
く
の
か
。
つ
ま
り
「
娘
」と
「
嬢
」の
間
に
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
く
こ
と
が
本
節
の
目
標
で
あ
る
。　
　
　

周
知
の
如
く
、
比
較
的
古
い
漢
字
の
姿
は
古
代
中
国
の
甲
骨
文
で
あ
る ）

1
（

。
こ
こ

で
は
白
川
静
の
『
字
通
』
に
よ
っ
て
、
ま
ず
甲
骨
文
字
の
「
娘
」
の
姿
を
取
り
上
げ
て

お
き
た
い
。
そ
の
姿
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
図
①
）。
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説
文
　
解
字 

　
　
　
　

甲
　
骨
　
文 

　
　
　
　

字
　
　
　
形 

形
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

正
字
は
孃
（
嬢
）
に
作
り
、
襄
（
じ
よ
う 

）
声
。

　
　
　
　

訓
　
　
　
義 

﹇
1
﹈
 
む
す
め
。

 
 

 

﹇
2
﹈
 
は
は
。

白
川
静
が
解
釈
し
た
通
り
、「
娘
」
の
「
異
体
字
」
の
「
孃
」
は
、形
声
の
字
で
あ
る
。

つ
ま
り
正
字
の
「
孃
」
の
読
み
方
は
、「
襄
」
の
音
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
孃
」
の
右
側

の
「
襄
」
の
音
を
借
り
て
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
襄
」
の
音
は
「
娘
」
の
「
良
」
と

同
じ
音
で
あ
る
。
前
掲
し
た
よ
う
に
、
甲
骨
文
字
の
「
良
」
は
「
香
」
と
繋
が
っ
て
い

る
か
ら
、「
香
」
と
同
じ
音
の
「
襄
」
を
借
り
て
、「
良
」
を
表
す
わ
け
で
あ
る
。

や
や
複
雑
な
関
係
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
な
ぜ
「
娘
」
と
「
嬢
」
に
繋
が
る
の
か
、

そ
の
原
因
は
む
し
ろ
甲
骨
文
字
の
「
良
」
と
「
香
」
の
間
に
微
妙
な
関
係
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
念
の
た
め
、「
香
」
と
「
襄
」
の
同
じ
音
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

例
え
ば
『
廣
韻
』
に
よ
る
と
、
両
字
の
音
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 

香
：『
廣
韻
』
息
良
切
、
平
陽
、
心
。

 

襄
：『
廣
韻
』
息
良
切
、
平
陽
、
心
。

右
に
比
較
し
て
み
る
と
、「
香
」
と
「
襄
」
は
ま
っ
た
く
同
じ
音
で
あ
る
。「
襄
」
の

役
割
は
「
香
」
の
音
を
表
す
効
能
で
あ
る
。

今
ま
で
見
て
き
た
通
り
に
、
甲
骨
文
字
の
「
娘
」
は
、「
女
」
と
「
良
」
を
組
み
合
わ

せ
た
形
声
文
字
で
あ
る
。
甲
骨
文
字
の
「
良
」
は
、
古
代
の
食
器
の
「
豆
」
の
中
で

熟
成
し
た
食
べ
物
か
ら
発
散
し
た
「
香
」
と
類
似
し
て
い
る
の
で
、「
香
」
と
同
音
の

「
襄
」
を
借
り
て
、
形
声
さ
れ
た
漢
字
「
娘
」
は
「
孃
」
と
書
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、「
娘
」
と
「
孃
」
の
使
い
方
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

前
掲
し
た
『
字
通
』
の
「
字
訓
」
と
「
訓
義
」
に
示
し
た
よ
う
に
、「
娘
」
に
は
、
二

つ
の
意
味
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
古
代
か

ら
、
日
本
語
と
中
国
語
の
「
娘
」
に
対
す
る
両
国
の
傾
向
は
、
如
何
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
節
に
考
察
す
る
。

　
　
　
四
　「
娘
娘
」
と
「
娘
子
」

ま
ず
は
、
中
国
語
の
「
娘
娘
」
を
見
て
み
た
い
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
よ
る
と
、「
娘

娘
」
の
意
味
に
は
、
七
種
が
あ
る
。　

 

①　

母
親
で
あ
る
。

 

②　

主
婦
と
高
齢
者
の
女
性
を
称
す
る
。

 

③　

宮
中
の
妃
。

 

④　

既
婚
女
性
の
主
人
の
母
親
。

 

⑤　

祖
母
。

 

⑥　

女
神
を
称
す
る
。

 

⑦　

方
言
で
、
父
親
の
姉
妹
。

①
母
親
と
⑤
祖
母
の
よ
う
な
意
味
を
含
む
「
娘
娘
」
は
、
古
代
中
国
の
典
籍
の
中

に
は
ま
だ
見
え
な
い
。
例
え
ば
、『
詩
経
』「
小
雅
」
に
は
「
誰
無
父
母
」
の
よ
う
に
、

母
親
を
表
現
す
る
場
合
、「
父
母
」
の
よ
う
な
語
彙
が
確
認
で
き
る
が
、『
詩
経
』
に
は

い
ず
れ
も
「
娘
」
と
「
嬢
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
儒
教
の
著
作
の
中
で
も
い
ず
れ

も
「
娘
」
と
「
嬢
」
の
文
字
が
見
え
ず
。
例
え
ば
、『
論
語
』、『
孟
子
』、『
孝
経
』
な
ど

の
儒
教
の
典
籍
に
も
「
嬢
」と
「
娘
」が
見
え
な
い
。
古
代
中
国
典
籍
の
中
で
は
、「
む

（4）
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図
㉓ 

食
べ
物
を
「
豆
」
の
中
で
熟
成
を
さ
せ
る
と
、
美
味
し
そ
う
な
香
り
が
出
て
く
る
。

ま
さ
に
康
殷
が
指
摘
し
た
次
の
よ
う
な
意
象
で
あ
る
。

図
㉔ 

右
図
の
よ
う
に
、
四
方
八
方
に
射
し
た
波
線
の
意
味
は
、
香
り
が
発
散
し
て
い
る

意
象
で
あ
る
。
そ
し
て
香
の
「
香
」
の
字
は
図
㉕
か
ら
図
㉘
ま
で
、
次
の
よ
う
に
誕

生
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

図
㉕  

図
㉖  

図
㉗  

図
㉘ 

右
の
図
㉘
が
、「
香
」
の
本
字
で
あ
る ）

5
（

。

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
甲
骨
文
字
の
「
娘
」
の
「
良
」
は
、「
香
」 

と
繋
が
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
漢
字

「
娘
」
と
「
嬢
」
が
繋
が
る
ヒ
ン
ト
で
あ
る
。

再
び
白
川
静
『
字
通
』
の
「
嬢
」
と
「
娘
」
の
解
釈
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

図 
㉙　

娘
10
画 

4343

　
　
　
　

異
　
体
　
字 

﹇
孃
﹈

　
　
　
　

字
　
　
　
音 

ジ
ョ
ウ
（
ヂ
ャ
ウ
）

　
　
　
　

字
　
　
　
訓 

む
す
め
・
は
は

以
上
の
よ
う
に
、
甲
骨
文
字
で
あ
る
「
娘
」
の
「
女
」
の
姿
は
、
そ
も
そ
も
「
母
」

と
同
じ
姿
に
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
「
娘
」
に
は
、「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
の
意
味
に
繋

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
「
娘
」
の
漢
字
は
、「
嬢
」
と
書
く
の
か
。
す
な
わ
ち
「
娘
」
と
「
嬢
」

の
間
に
何
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
甲
骨
文
字
の
文

字
で
あ
る
「
娘
」
の
「
良
」
の
側
に
見
て
み
た
い
。

前
掲
し
た
白
川
静
の
『
字
通
』
に
よ
る
と
、
甲
骨
文
字
の
「
良
」
の
形
は
次
の
よ
う

に
な
る
。　

図
㉑ 　

で
は
、
こ
の
「
良
」
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ち
な
み
に
白
川
静
の
『
字
通
』
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

長
い
囊
（
ふ
く
ろ
）
の
上
下
に
流
し
口
を
つ
け
て
、
穀
物
な
ど
を
入
れ
、
そ
れ

を
よ
り
わ
け
、
糧
を
は
か
る
こ
と
を
い
う
。

右
の
よ
う
に
、
つ
ま
り
食
品
を
入
れ
る
食
器
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
康
殷
が
指
摘
さ

れ
た
通
り
に
、
そ
れ
は
昔
の
食
器
と
し
て
の
「
豆
」
で
あ
る ）

4
（

。
す
な
わ
ち
「
中
国
古

代
の
食
器
。
高
杯
（
た
か
つ
き
）
の
一
種
。
木
や
銅
で
製
し
、
蓋
が
あ
る
。」（『
角
川

古
語
大
辞
典
』）。『
字
通
』
に
よ
る
と
、
甲
骨
文
字
の
「
豆
」
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

図
㉒ 

康
殷
の
研
究
に
よ
る
と
、
周
代
の
晩
期
に
蓋
が
あ
る
「
銅
豆
」
の
意
象
は
次
の
よ

う
に
見
え
る
。
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文
　
解
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甲
　
骨
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字
　
　
　
形 

形
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

正
字
は
孃
（
嬢
）
に
作
り
、
襄
（
じ
よ
う 

）
声
。

　
　
　
　

訓
　
　
　
義 
﹇
1
﹈
 
む
す
め
。

 
 

 
﹇
2
﹈
 
は
は
。

白
川
静
が
解
釈
し
た
通
り
、「
娘
」
の
「
異
体
字
」
の
「
孃
」
は
、形
声
の
字
で
あ
る
。

つ
ま
り
正
字
の
「
孃
」
の
読
み
方
は
、「
襄
」
の
音
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
孃
」
の
右
側

の
「
襄
」
の
音
を
借
り
て
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
襄
」
の
音
は
「
娘
」
の
「
良
」
と

同
じ
音
で
あ
る
。
前
掲
し
た
よ
う
に
、
甲
骨
文
字
の
「
良
」
は
「
香
」
と
繋
が
っ
て
い

る
か
ら
、「
香
」
と
同
じ
音
の
「
襄
」
を
借
り
て
、「
良
」
を
表
す
わ
け
で
あ
る
。

や
や
複
雑
な
関
係
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
な
ぜ
「
娘
」
と
「
嬢
」
に
繋
が
る
の
か
、

そ
の
原
因
は
む
し
ろ
甲
骨
文
字
の
「
良
」
と
「
香
」
の
間
に
微
妙
な
関
係
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
念
の
た
め
、「
香
」
と
「
襄
」
の
同
じ
音
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

例
え
ば
『
廣
韻
』
に
よ
る
と
、
両
字
の
音
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 

香
：『
廣
韻
』
息
良
切
、
平
陽
、
心
。

 

襄
：『
廣
韻
』
息
良
切
、
平
陽
、
心
。

右
に
比
較
し
て
み
る
と
、「
香
」
と
「
襄
」
は
ま
っ
た
く
同
じ
音
で
あ
る
。「
襄
」
の

役
割
は
「
香
」
の
音
を
表
す
効
能
で
あ
る
。

今
ま
で
見
て
き
た
通
り
に
、
甲
骨
文
字
の
「
娘
」
は
、「
女
」
と
「
良
」
を
組
み
合
わ

せ
た
形
声
文
字
で
あ
る
。
甲
骨
文
字
の
「
良
」
は
、
古
代
の
食
器
の
「
豆
」
の
中
で

熟
成
し
た
食
べ
物
か
ら
発
散
し
た
「
香
」
と
類
似
し
て
い
る
の
で
、「
香
」
と
同
音
の

「
襄
」
を
借
り
て
、
形
声
さ
れ
た
漢
字
「
娘
」
は
「
孃
」
と
書
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、「
娘
」
と
「
孃
」
の
使
い
方
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

前
掲
し
た
『
字
通
』
の
「
字
訓
」
と
「
訓
義
」
に
示
し
た
よ
う
に
、「
娘
」
に
は
、
二

つ
の
意
味
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
古
代
か

ら
、
日
本
語
と
中
国
語
の
「
娘
」
に
対
す
る
両
国
の
傾
向
は
、
如
何
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
節
に
考
察
す
る
。

　
　
　
四
　「
娘
娘
」
と
「
娘
子
」

ま
ず
は
、
中
国
語
の
「
娘
娘
」
を
見
て
み
た
い
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
よ
る
と
、「
娘

娘
」
の
意
味
に
は
、
七
種
が
あ
る
。　

 

①　

母
親
で
あ
る
。

 

②　

主
婦
と
高
齢
者
の
女
性
を
称
す
る
。

 

③　

宮
中
の
妃
。

 

④　

既
婚
女
性
の
主
人
の
母
親
。

 

⑤　

祖
母
。

 

⑥　

女
神
を
称
す
る
。

 

⑦　

方
言
で
、
父
親
の
姉
妹
。

①
母
親
と
⑤
祖
母
の
よ
う
な
意
味
を
含
む
「
娘
娘
」
は
、
古
代
中
国
の
典
籍
の
中

に
は
ま
だ
見
え
な
い
。
例
え
ば
、『
詩
経
』「
小
雅
」
に
は
「
誰
無
父
母
」
の
よ
う
に
、

母
親
を
表
現
す
る
場
合
、「
父
母
」
の
よ
う
な
語
彙
が
確
認
で
き
る
が
、『
詩
経
』
に
は

い
ず
れ
も
「
娘
」
と
「
嬢
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
儒
教
の
著
作
の
中
で
も
い
ず
れ

も
「
娘
」
と
「
嬢
」
の
文
字
が
見
え
ず
。
例
え
ば
、『
論
語
』、『
孟
子
』、『
孝
経
』
な
ど

の
儒
教
の
典
籍
に
も
「
嬢
」と
「
娘
」が
見
え
な
い
。
古
代
中
国
典
籍
の
中
で
は
、「
む

（4）
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図
㉓ 

食
べ
物
を
「
豆
」
の
中
で
熟
成
を
さ
せ
る
と
、
美
味
し
そ
う
な
香
り
が
出
て
く
る
。

ま
さ
に
康
殷
が
指
摘
し
た
次
の
よ
う
な
意
象
で
あ
る
。

図
㉔ 

右
図
の
よ
う
に
、
四
方
八
方
に
射
し
た
波
線
の
意
味
は
、
香
り
が
発
散
し
て
い
る

意
象
で
あ
る
。
そ
し
て
香
の
「
香
」
の
字
は
図
㉕
か
ら
図
㉘
ま
で
、
次
の
よ
う
に
誕

生
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

図
㉕  

図
㉖  

図
㉗  

図
㉘ 

右
の
図
㉘
が
、「
香
」
の
本
字
で
あ
る ）

5
（

。

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
甲
骨
文
字
の
「
娘
」
の
「
良
」
は
、「
香
」 

と
繋
が
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
漢
字

「
娘
」
と
「
嬢
」
が
繋
が
る
ヒ
ン
ト
で
あ
る
。

再
び
白
川
静
『
字
通
』
の
「
嬢
」
と
「
娘
」
の
解
釈
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

図 

㉙　

娘
10
画 

4343

　
　
　
　

異
　
体
　
字 

﹇
孃
﹈

　
　
　
　

字
　
　
　
音 

ジ
ョ
ウ
（
ヂ
ャ
ウ
）

　
　
　
　

字
　
　
　
訓 

む
す
め
・
は
は

以
上
の
よ
う
に
、
甲
骨
文
字
で
あ
る
「
娘
」
の
「
女
」
の
姿
は
、
そ
も
そ
も
「
母
」

と
同
じ
姿
に
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
「
娘
」
に
は
、「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
の
意
味
に
繋

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
「
娘
」
の
漢
字
は
、「
嬢
」
と
書
く
の
か
。
す
な
わ
ち
「
娘
」
と
「
嬢
」

の
間
に
何
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
甲
骨
文
字
の
文

字
で
あ
る
「
娘
」
の
「
良
」
の
側
に
見
て
み
た
い
。

前
掲
し
た
白
川
静
の
『
字
通
』
に
よ
る
と
、
甲
骨
文
字
の
「
良
」
の
形
は
次
の
よ
う

に
な
る
。　

図
㉑ 　

で
は
、
こ
の
「
良
」
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ち
な
み
に
白
川
静
の
『
字
通
』
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

長
い
囊
（
ふ
く
ろ
）
の
上
下
に
流
し
口
を
つ
け
て
、
穀
物
な
ど
を
入
れ
、
そ
れ

を
よ
り
わ
け
、
糧
を
は
か
る
こ
と
を
い
う
。

右
の
よ
う
に
、
つ
ま
り
食
品
を
入
れ
る
食
器
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
康
殷
が
指
摘
さ

れ
た
通
り
に
、
そ
れ
は
昔
の
食
器
と
し
て
の
「
豆
」
で
あ
る ）

4
（

。
す
な
わ
ち
「
中
国
古

代
の
食
器
。
高
杯
（
た
か
つ
き
）
の
一
種
。
木
や
銅
で
製
し
、
蓋
が
あ
る
。」（『
角
川

古
語
大
辞
典
』）。『
字
通
』
に
よ
る
と
、
甲
骨
文
字
の
「
豆
」
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

図
㉒ 

康
殷
の
研
究
に
よ
る
と
、
周
代
の
晩
期
に
蓋
が
あ
る
「
銅
豆
」
の
意
象
は
次
の
よ

う
に
見
え
る
。
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日本語と中国語における「娘」考

 
 〔

六
二
は
陰
柔
中
正
で
あ
る
が
、
上
の
六
五
は
陰
柔
で
中
不
正
で
あ
る
か
ら

相
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
晉
如
と
し
て
進
み
上
ら
ん
と
す
る
が
、

愁
如
と
し
て
憂
え
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
然
し
貞
正
な
態
度
を
守
っ
て
お
れ

ば
、
や
が
て
は
吉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
い
な
る
福
（
さ
い
わ
い
）
を

そ
の
王
母
（
亡
き
祖
母
、
六
五
を
指
す
）
よ
り
受
け
る
で
あ
ろ
う ）

8
（

。〕

以
上
の
よ
う
に
、古
代
中
国
で
は
「
娘
娘
」と
い
う
語
彙
に
は
、「
母
親
」と
「
祖
母
」

の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
先
秦
時
代
の
経
典
に
は
「
娘
娘
」
が
見
え

ず
、
唐
代
の
敦
煌
石
窟
の
文
献
に
よ
る
唐
代
変
文
、
元
代
雑
劇
、
明
代
小
説
の
中
で

は
「
娘
娘
」
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。『
西
遊
記
』
以
外
の
小
説
、
例
え
ば
『
紅

楼
夢
』、『
水
滸
伝
』
な
ど
の
小
説
に
も
、「
娘
娘
」
が
多
く
の
場
面
で
登
場
し
て
い
る

が
、
紙
幅
の
制
限
の
た
め
、
こ
こ
で
は
分
析
は
省
略
す
る
。

ま
た
現
代
漢
語
の
中
で
は
、「
娘
」
を
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
母
親
と
似
て
い
る

女
性
に
対
し
て
、名
詞
や
形
容
詞
な
ど
の
後
に
「
娘
」を
付
け
た
言
い
方
で
あ
る
。「
老

板
娘
」（
社
長
の
奥
さ
ん
）、「
大
娘
」（
母
親
と
同
じ
く
ら
い
年
齢
の
お
ば
さ
ん
）
な
ど

が
あ
る
。

一
方
、
日
本
語
で
は
、「
娘
娘
」
と
い
う
表
現
が
古
代
か
ら
見
え
ず
、
現
代
語
で
は

見
え
る
が
、
意
味
と
し
て
の
「
母
親
」
と
正
反
対
な
「
む
す
め
」
の
意
味
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、「
娘
娘
」
の
解
釈
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

む
す
め
‐
む
す
め 【
娘
娘
】（
日
本
語
）

 

〔
名
〕 

い
か
に
も
娘
と
い
う
感
じ
で
あ
る
こ
と
。
う
ぶ
で
、
あ
ど
け
な
い

様
子
の
見
え
る
こ
と
。

 

＊ 

第
三
者
〔
１
９
０
３
〕〈
国
木
田
独
歩
〉
七
「
ま
こ
と
に
し
ほ
ら
し
い

娘
々
（
ム
ス
メ
ム
ス
メ
）
し
た
、
ラ
ブ
る
の
に
は
持
て
来
い
と
い
ふ
女
」

 

＊ 

神
経
病
時
代
〔
１
９
１
７
〕〈
広
津
和
郎
〉
二
「
三
年
前
に
は
自
分
の
妻

が
ま
だ
娘
々
し
て
ゐ
て
、
快
活
で
あ
っ
た
事
を
思
ひ
出
し
た
」

右
の
よ
う
に
、
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
娘
」
の
意
味
に
は
、「
母
親
」
と
「
祖
母
」
の

意
味
は
読
み
取
れ
な
い
。

で
は
、「
娘
子
」
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
続
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。

ま
ず
「
娘
子
」
の
意
味
を
確
認
し
て
お
く
。『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
四
種
が
あ
る
。

 

（
a
）
少
女
。
ま
た
婦
人
を
通
称
す
る
。

 

（
b
） 

妻
。

 

（
c
） 

主
婦
。

 

（
d
）
宮
廷
の
妃
を
称
す
。

（
a
）
〜
（
d
）
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
若
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
見
え
る
。

例
え
ば
、（
a
）の
場
合
、『
北
斉
書
』「
祖
珽
伝
」の
中
で
は
、「
老
馬
十
歳
、猶
號
騮
駒
、

一
妻
耳
順
、
尚
稱
娘
子
」（
十
年
を
経
つ
の
老
馬
は
、
ま
た
駿
馬
を
言
う
、
年
を
取
っ

た
一
人
の
妻
は
、
ま
た
少
婦
を
称
す
）
が
あ
る
。
ま
た
唐
の
韓
愈
『
祭
周
氏
侄
女
文
』

（
周
氏
の
姪
に
文
を
祭
す
）
の
中
に
「
祭
於
周
氏
二
十
娘
子
之
靈
」（
周
氏
の
二
十
歳

の
少
女
の
霊
に
お
い
て
祭
）
が
あ
る
よ
う
に
、
二
十
歳
の
女
性
を
指
す
場
面
が
見
え

る
。（
b
）
の
場
合
、
例
え
ば
、
明
代
の
陶
宗
儀
『
輟
耕
錄
』
の
中
で
「
婦
女
曰
娘
」（
婦

人
は
娘
を
言
う
）
の
よ
う
に
、「
都
下
自
庶
人
妻
以
及
大
官
之
國
夫
人
，
皆
曰
娘
子
」

（
都
で
庶
民
の
妻
か
ら
及
び
偉
い
官
人
の
夫
人
も
み
ん
な
娘
子
と
言
う
）
の
は
当
時

の
事
実
で
あ
ろ
う
。（
c
）
の
場
合
、
例
え
ば
、
明
代
の
小
説
『
水
滸
伝
』
第
七
回
の

中
で
は
、「
官
人
休
要
坐
地
！
娘
子
在
廟
中
和
人
合
口
！
」（
旦
那
さ
ん
絶
対
坐
っ
て

は
い
け
な
い
よ
、
奥
さ
ん
は
廟
の
中
で
人
と
口
喧
嘩
し
て
い
る
よ
）
が
あ
る
。（
d
）

の
場
合
、
有
名
な
楊
貴
妃
の
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
舊
唐
書 

』「
后
妃

傳
上
」
の
楊
貴
妃
の
伝
記
に
は
、「
宮
中
呼
爲
「
娘
子
」
禮
數
實
同
皇
后
」（
楊
貴
妃
は

（6）
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す
め
」
と
「
は
は
」
を
表
す
際
に
、
多
く
の
場
面
で
、「
子
」
と
「
母
」
の
字
を
使
っ
て

い
る
。「
子
」
に
は
、
男
の
子
と
女
の
子
の
両
方
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
「
男
子
」
と
「
女
子
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、《
詩
経
》「
小
雅
」
と
「
斯
干
」
に
は
、「
乃

生
男
子
、
載
寢
之
床
…
…
乃
生
女
子
、
載
寢
之
地
」（
も
し
も
男
子
が
生
ま
れ
れ
ば
、

寝
台
に
寝
せ
…
…
も
し
も
女
子
が
生
ま
れ
れ
ば
、
大
地
に
寝
か
せ ）

6
（

）
が
あ
る
。

漢
代
の
『
説
文
解
字
』
に
は
「
娘
」
が
見
え
ず
、「
嬢
」
が
あ
る
が
、
許
愼
の
解
説
で

は
「
襄
」
と
「
良
」
の
同
音
で
、
意
味
が
煩
わ
し
い
こ
と
か
ら
見
る
と
、
少
な
く
と
も

書
物
の
中
で
、「
は
は
」
と
「
む
す
め
」
の
使
い
方
は
そ
れ
以
後
の
時
代
で
あ
ろ
う
。

敦
煌
石
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
代
の
文
献
に
は
「
娘
娘
」
の
表
現
が
見
え
る
。
意

味
と
し
て
は
、
母
親
や
年
輩
の
女
性
を
指
す
、
ま
た
女
性
に
対
す
る
敬
称
で
あ
る
。

例
え
ば
、『
敦
煌
變
文
集
』「
目
連
緣
起
」
に
は
、「
娘
娘
且
是
親
生
母
、
我
是
娘
娘
親

腹
兒
」（
母
親
は
私
の
本
当
の
母
親
で
あ
る
か
ら
、
私
も
母
親
の
本
当
の
腹
の
子
で

あ
る
）。『
敦
煌
變
文
集
』
は
、
唐
代
や
五
代
に
発
生
し
て
い
た
説
唱
文
学
で
あ
り
、

主
な
内
容
は
神
話
、
仏
の
経
典
、
歴
史
の
故
事
、
民
間
の
伝
説
と
繋
が
る
も
の
も
少

な
く
な
い
。

唐
代
以
後
の
元
代
に
も
「
娘
娘
」
が
見
え
る
。
意
味
は
母
親
よ
り
宮
廷
の
「
妃
」
で

あ
る
。
例
え
ば
、『
元
曲
選
』
に
よ
る
と
、
馬
致
遠
の
「
漢
宮
秋
」
第
一
段
に
は
、「
兀

那
彈
琵
琶
的
是
那
位
娘
娘
」（
そ
ち
ら
に
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
方
は
ど
ち
ら
の
妃
で

あ
ろ
う
か
）。
元
代
以
後
、
特
に
明
代
小
説
の
中
で
は
、「
娘
娘
」
の
表
現
が
し
ば
し

ば
登
場
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
有
名
な
『
西
遊
記
』
第
五
回
に
は
「
王
母
娘
娘
」
と
い
う
人
物
が
典
型
的

な
「
娘
娘
」で
あ
ろ
う  

。こ
こ
で
は
「
娘
娘
」の
意
味
は
「
母
親
」で
あ
る
。あ
る
日
、「
王

母
娘
娘
」
は
天
宮
に
あ
る
遥
池
の
中
で
蟠
桃
会
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
新
鮮

な
仙
桃
が
必
要
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
赤
い
服
、
青
い
服
、
白
い
服
、
黒
い
服
、
紫

の
服
、
黄
の
服
、
緑
の
服
を
着
た
七
人
の
仙
女
が
王
母
娘
娘
の
命
令
を
受
け
て
、
桃

を
採
る
た
め
に
蟠
桃
園
に
行
っ
た
が
、
な
か
な
か
良
い
仙
桃
が
見
当
た
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
良
い
仙
桃
は
当
時
の
蟠
桃
園
の
責
任
者
で
あ
る
孫
悟
空
が
密
か
に
食
べ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
ょ
う
、
七
仙
女
が
慌
て
て
孫
悟
空
の
と
こ
ろ
に
報
告

し
た
。
孫
悟
空
が
可
愛
ら
し
い
仙
女
の
お
話
を
聞
い
て
す
ご
く
喜
ん
で
い
た
が
、
後

に
王
母
娘
娘
の
招
待
客
リ
ス
ト
に
自
ら
の
「
斉
天
大
聖
」
が
入
っ
て
な
か
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
か
ら
、
激
怒
し
天
宮
を
暴
れ
騒
い
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、「
王
母
娘
娘
」
の
「
王
母
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、『
西
遊
記
』
の
「
王
母
娘
娘
」
の
「
娘
娘
」
の
意
味
は
「
母
親
」
で

あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、「
王
母
」
の
意
味
に
も
「
母
親
」
が
あ
る
。
念
の
た
め
、『
漢
語

大
詞
典
』
の
中
で
、「
王
母
」
の
意
味
を
確
認
し
て
み
た
い
。

 

（
A
）
祖
母
で
あ
る
。

 

（
B
）
古
代
の
女
性
の
首
領
を
指
す
。

 

（
C
）
神
話
や
伝
説
の
中
に
は
極
め
て
気
が
高
い
女
神
で
あ
る
。

 

（
D
） 

一
種
の
鳥
の
名
前
で
あ
り
、
形
は
燕
と
似
て
い
る
が
、
色
は
紺
で
、

尾
が
長
く
特
徴
が
あ
る
鳥
で
あ
る
。

右
の
意
味
を
照
合
し
て
み
る
と
、『
西
遊
記
』
に
お
い
て
「
王
母
娘
娘
」
の
「
王
母
」

は
、
い
ず
れ
も
A
、
B
、
C
の
意
味
と
関
わ
る
意
象
で
あ
ろ
う
。
D
は
特
別
な
鳥
の

名
前
の
表
現
は
、
主
に
唐
詩
の
中
で
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
杜
甫
「
玄
都
壇
歌
」

の
中
に
は
、「
子
規
夜
啼
山
竹
裂
、
王
母
晝
下
雲
旗
翻
」（
夜
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
啼
く

と
山
や
竹
を
炸
裂
よ
う
に
響
く
、昼
に
王
母
が
飛
ぶ
と
戦
や
旗
を
雲
の
よ
う
に
弄
す
）

が
あ
る
。
ま
た
同
じ
母
親
と
祖
母
の
意
味
を
表
し
た
「
娘
娘
」
と
「
王
母
」
を
、
比
較

し
て
み
る
と
「
娘
娘
」
よ
り
「
王
母
」
の
方
が
、
古
代
の
中
国
典
籍
の
中
に
見
え
る
。

例
え
ば
『
礼
記
』「
曲
礼
下
」
に
は
「
王
母
曰
皇
祖
妣
」（
祖
母
に
は
皇
祖
妣
と
呼
び ）

7
（

）

が
あ
る
。
ま
た
『
周
易
』「
晉
」
卦
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

 

六
二
、
晉
如
愁
如
、
貞
吉
、
受
二

茲
介
福
于
其
王
母
一

。
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 〔

六
二
は
陰
柔
中
正
で
あ
る
が
、
上
の
六
五
は
陰
柔
で
中
不
正
で
あ
る
か
ら

相
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
晉
如
と
し
て
進
み
上
ら
ん
と
す
る
が
、

愁
如
と
し
て
憂
え
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
然
し
貞
正
な
態
度
を
守
っ
て
お
れ

ば
、
や
が
て
は
吉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
い
な
る
福
（
さ
い
わ
い
）
を

そ
の
王
母
（
亡
き
祖
母
、
六
五
を
指
す
）
よ
り
受
け
る
で
あ
ろ
う ）

8
（

。〕

以
上
の
よ
う
に
、古
代
中
国
で
は
「
娘
娘
」と
い
う
語
彙
に
は
、「
母
親
」と
「
祖
母
」

の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
先
秦
時
代
の
経
典
に
は
「
娘
娘
」
が
見
え

ず
、
唐
代
の
敦
煌
石
窟
の
文
献
に
よ
る
唐
代
変
文
、
元
代
雑
劇
、
明
代
小
説
の
中
で

は
「
娘
娘
」
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。『
西
遊
記
』
以
外
の
小
説
、
例
え
ば
『
紅

楼
夢
』、『
水
滸
伝
』
な
ど
の
小
説
に
も
、「
娘
娘
」
が
多
く
の
場
面
で
登
場
し
て
い
る

が
、
紙
幅
の
制
限
の
た
め
、
こ
こ
で
は
分
析
は
省
略
す
る
。

ま
た
現
代
漢
語
の
中
で
は
、「
娘
」
を
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
母
親
と
似
て
い
る

女
性
に
対
し
て
、名
詞
や
形
容
詞
な
ど
の
後
に
「
娘
」を
付
け
た
言
い
方
で
あ
る
。「
老

板
娘
」（
社
長
の
奥
さ
ん
）、「
大
娘
」（
母
親
と
同
じ
く
ら
い
年
齢
の
お
ば
さ
ん
）
な
ど

が
あ
る
。

一
方
、
日
本
語
で
は
、「
娘
娘
」
と
い
う
表
現
が
古
代
か
ら
見
え
ず
、
現
代
語
で
は

見
え
る
が
、
意
味
と
し
て
の
「
母
親
」
と
正
反
対
な
「
む
す
め
」
の
意
味
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、「
娘
娘
」
の
解
釈
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

む
す
め
‐
む
す
め 【
娘
娘
】（
日
本
語
）

 

〔
名
〕 

い
か
に
も
娘
と
い
う
感
じ
で
あ
る
こ
と
。
う
ぶ
で
、
あ
ど
け
な
い

様
子
の
見
え
る
こ
と
。

 

＊ 

第
三
者
〔
１
９
０
３
〕〈
国
木
田
独
歩
〉
七
「
ま
こ
と
に
し
ほ
ら
し
い

娘
々
（
ム
ス
メ
ム
ス
メ
）
し
た
、
ラ
ブ
る
の
に
は
持
て
来
い
と
い
ふ
女
」

 

＊ 

神
経
病
時
代
〔
１
９
１
７
〕〈
広
津
和
郎
〉
二
「
三
年
前
に
は
自
分
の
妻

が
ま
だ
娘
々
し
て
ゐ
て
、
快
活
で
あ
っ
た
事
を
思
ひ
出
し
た
」

右
の
よ
う
に
、
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
娘
」
の
意
味
に
は
、「
母
親
」
と
「
祖
母
」
の

意
味
は
読
み
取
れ
な
い
。

で
は
、「
娘
子
」
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
続
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。

ま
ず
「
娘
子
」
の
意
味
を
確
認
し
て
お
く
。『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
四
種
が
あ
る
。

 

（
a
）
少
女
。
ま
た
婦
人
を
通
称
す
る
。

 

（
b
） 

妻
。

 

（
c
） 

主
婦
。

 

（
d
）
宮
廷
の
妃
を
称
す
。

（
a
）
〜
（
d
）
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
若
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
見
え
る
。

例
え
ば
、（
a
）の
場
合
、『
北
斉
書
』「
祖
珽
伝
」の
中
で
は
、「
老
馬
十
歳
、猶
號
騮
駒
、

一
妻
耳
順
、
尚
稱
娘
子
」（
十
年
を
経
つ
の
老
馬
は
、
ま
た
駿
馬
を
言
う
、
年
を
取
っ

た
一
人
の
妻
は
、
ま
た
少
婦
を
称
す
）
が
あ
る
。
ま
た
唐
の
韓
愈
『
祭
周
氏
侄
女
文
』

（
周
氏
の
姪
に
文
を
祭
す
）
の
中
に
「
祭
於
周
氏
二
十
娘
子
之
靈
」（
周
氏
の
二
十
歳

の
少
女
の
霊
に
お
い
て
祭
）
が
あ
る
よ
う
に
、
二
十
歳
の
女
性
を
指
す
場
面
が
見
え

る
。（
b
）
の
場
合
、
例
え
ば
、
明
代
の
陶
宗
儀
『
輟
耕
錄
』
の
中
で
「
婦
女
曰
娘
」（
婦

人
は
娘
を
言
う
）
の
よ
う
に
、「
都
下
自
庶
人
妻
以
及
大
官
之
國
夫
人
，
皆
曰
娘
子
」

（
都
で
庶
民
の
妻
か
ら
及
び
偉
い
官
人
の
夫
人
も
み
ん
な
娘
子
と
言
う
）
の
は
当
時

の
事
実
で
あ
ろ
う
。（
c
）
の
場
合
、
例
え
ば
、
明
代
の
小
説
『
水
滸
伝
』
第
七
回
の

中
で
は
、「
官
人
休
要
坐
地
！
娘
子
在
廟
中
和
人
合
口
！
」（
旦
那
さ
ん
絶
対
坐
っ
て

は
い
け
な
い
よ
、
奥
さ
ん
は
廟
の
中
で
人
と
口
喧
嘩
し
て
い
る
よ
）
が
あ
る
。（
d
）

の
場
合
、
有
名
な
楊
貴
妃
の
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
舊
唐
書 

』「
后
妃

傳
上
」
の
楊
貴
妃
の
伝
記
に
は
、「
宮
中
呼
爲
「
娘
子
」
禮
數
實
同
皇
后
」（
楊
貴
妃
は
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す
め
」
と
「
は
は
」
を
表
す
際
に
、
多
く
の
場
面
で
、「
子
」
と
「
母
」
の
字
を
使
っ
て

い
る
。「
子
」
に
は
、
男
の
子
と
女
の
子
の
両
方
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
「
男
子
」
と
「
女
子
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、《
詩
経
》「
小
雅
」
と
「
斯
干
」
に
は
、「
乃

生
男
子
、
載
寢
之
床
…
…
乃
生
女
子
、
載
寢
之
地
」（
も
し
も
男
子
が
生
ま
れ
れ
ば
、

寝
台
に
寝
せ
…
…
も
し
も
女
子
が
生
ま
れ
れ
ば
、
大
地
に
寝
か
せ ）

6
（

）
が
あ
る
。

漢
代
の
『
説
文
解
字
』
に
は
「
娘
」
が
見
え
ず
、「
嬢
」
が
あ
る
が
、
許
愼
の
解
説
で

は
「
襄
」
と
「
良
」
の
同
音
で
、
意
味
が
煩
わ
し
い
こ
と
か
ら
見
る
と
、
少
な
く
と
も

書
物
の
中
で
、「
は
は
」
と
「
む
す
め
」
の
使
い
方
は
そ
れ
以
後
の
時
代
で
あ
ろ
う
。

敦
煌
石
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
代
の
文
献
に
は
「
娘
娘
」
の
表
現
が
見
え
る
。
意

味
と
し
て
は
、
母
親
や
年
輩
の
女
性
を
指
す
、
ま
た
女
性
に
対
す
る
敬
称
で
あ
る
。

例
え
ば
、『
敦
煌
變
文
集
』「
目
連
緣
起
」
に
は
、「
娘
娘
且
是
親
生
母
、
我
是
娘
娘
親

腹
兒
」（
母
親
は
私
の
本
当
の
母
親
で
あ
る
か
ら
、
私
も
母
親
の
本
当
の
腹
の
子
で

あ
る
）。『
敦
煌
變
文
集
』
は
、
唐
代
や
五
代
に
発
生
し
て
い
た
説
唱
文
学
で
あ
り
、

主
な
内
容
は
神
話
、
仏
の
経
典
、
歴
史
の
故
事
、
民
間
の
伝
説
と
繋
が
る
も
の
も
少

な
く
な
い
。

唐
代
以
後
の
元
代
に
も
「
娘
娘
」
が
見
え
る
。
意
味
は
母
親
よ
り
宮
廷
の
「
妃
」
で

あ
る
。
例
え
ば
、『
元
曲
選
』
に
よ
る
と
、
馬
致
遠
の
「
漢
宮
秋
」
第
一
段
に
は
、「
兀

那
彈
琵
琶
的
是
那
位
娘
娘
」（
そ
ち
ら
に
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
方
は
ど
ち
ら
の
妃
で

あ
ろ
う
か
）。
元
代
以
後
、
特
に
明
代
小
説
の
中
で
は
、「
娘
娘
」
の
表
現
が
し
ば
し

ば
登
場
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
有
名
な
『
西
遊
記
』
第
五
回
に
は
「
王
母
娘
娘
」
と
い
う
人
物
が
典
型
的

な
「
娘
娘
」で
あ
ろ
う  

。こ
こ
で
は
「
娘
娘
」の
意
味
は
「
母
親
」で
あ
る
。あ
る
日
、「
王

母
娘
娘
」
は
天
宮
に
あ
る
遥
池
の
中
で
蟠
桃
会
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
新
鮮

な
仙
桃
が
必
要
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
赤
い
服
、
青
い
服
、
白
い
服
、
黒
い
服
、
紫

の
服
、
黄
の
服
、
緑
の
服
を
着
た
七
人
の
仙
女
が
王
母
娘
娘
の
命
令
を
受
け
て
、
桃

を
採
る
た
め
に
蟠
桃
園
に
行
っ
た
が
、
な
か
な
か
良
い
仙
桃
が
見
当
た
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
良
い
仙
桃
は
当
時
の
蟠
桃
園
の
責
任
者
で
あ
る
孫
悟
空
が
密
か
に
食
べ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
ょ
う
、
七
仙
女
が
慌
て
て
孫
悟
空
の
と
こ
ろ
に
報
告

し
た
。
孫
悟
空
が
可
愛
ら
し
い
仙
女
の
お
話
を
聞
い
て
す
ご
く
喜
ん
で
い
た
が
、
後

に
王
母
娘
娘
の
招
待
客
リ
ス
ト
に
自
ら
の
「
斉
天
大
聖
」
が
入
っ
て
な
か
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
か
ら
、
激
怒
し
天
宮
を
暴
れ
騒
い
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、「
王
母
娘
娘
」
の
「
王
母
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、『
西
遊
記
』
の
「
王
母
娘
娘
」
の
「
娘
娘
」
の
意
味
は
「
母
親
」
で

あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、「
王
母
」
の
意
味
に
も
「
母
親
」
が
あ
る
。
念
の
た
め
、『
漢
語

大
詞
典
』
の
中
で
、「
王
母
」
の
意
味
を
確
認
し
て
み
た
い
。

 

（
A
）
祖
母
で
あ
る
。

 

（
B
）
古
代
の
女
性
の
首
領
を
指
す
。

 

（
C
）
神
話
や
伝
説
の
中
に
は
極
め
て
気
が
高
い
女
神
で
あ
る
。

 

（
D
） 

一
種
の
鳥
の
名
前
で
あ
り
、
形
は
燕
と
似
て
い
る
が
、
色
は
紺
で
、

尾
が
長
く
特
徴
が
あ
る
鳥
で
あ
る
。

右
の
意
味
を
照
合
し
て
み
る
と
、『
西
遊
記
』
に
お
い
て
「
王
母
娘
娘
」
の
「
王
母
」

は
、
い
ず
れ
も
A
、
B
、
C
の
意
味
と
関
わ
る
意
象
で
あ
ろ
う
。
D
は
特
別
な
鳥
の

名
前
の
表
現
は
、
主
に
唐
詩
の
中
で
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
杜
甫
「
玄
都
壇
歌
」

の
中
に
は
、「
子
規
夜
啼
山
竹
裂
、
王
母
晝
下
雲
旗
翻
」（
夜
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
啼
く

と
山
や
竹
を
炸
裂
よ
う
に
響
く
、昼
に
王
母
が
飛
ぶ
と
戦
や
旗
を
雲
の
よ
う
に
弄
す
）

が
あ
る
。
ま
た
同
じ
母
親
と
祖
母
の
意
味
を
表
し
た
「
娘
娘
」
と
「
王
母
」
を
、
比
較

し
て
み
る
と
「
娘
娘
」
よ
り
「
王
母
」
の
方
が
、
古
代
の
中
国
典
籍
の
中
に
見
え
る
。

例
え
ば
『
礼
記
』「
曲
礼
下
」
に
は
「
王
母
曰
皇
祖
妣
」（
祖
母
に
は
皇
祖
妣
と
呼
び ）

7
（

）

が
あ
る
。
ま
た
『
周
易
』「
晉
」
卦
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

 

六
二
、
晉
如
愁
如
、
貞
吉
、
受
二

茲
介
福
于
其
王
母
一

。
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右
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
中
国
で
は
「
娘
子
軍
」
の
由
来
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
平

陽
公
主
に
関
わ
る
事
物
に
も
、「
娘
子
軍
」
と
関
連
す
る
表
現
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
現
在
の
山
西
省
の
平
定
県
の
東
北
に
あ
る
「
葦
沢
関
」
は
、
当
時
、
唐
の
平

陽
公
主
の
軍
隊
が
そ
こ
に
駐
在
し
て
い
た
説
が
あ
り
、「
娘
子
関
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。今

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
語
で
は
「
娘
子
」
の
意
味
は
、
若
い
女
性
を
表

す
語
彙
で
あ
る
。

で
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
子
」
の
意
味
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
あ
ろ
う
。

と
り
あ
え
ず
古
代
の
中
国
語
に
お
け
る
母
親
と
祖
母
の
意
味
を
表
す
「
娘
娘
」
の

語
彙
は
、
古
代
の
日
本
語
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
娘
子
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
の
中
で
は
、
二
箇
所
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
面
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。
現
代
語
訳

（〔
〕）
の
中
に
示
し
、
頁
数
を
付
け
た
。「
娘
子
」
は
太
字
に
し
た
。
下
同
。

（
ⅰ
） 

下
巻　

履
中
天
皇

 

（
前
略
）
大お
ほ
さ
か阪
に
遇あ

ふ
や
娘を
と
め子
を
道み
ち

問と

へ
ば
直た
だ

に
は
告の

ら
ず
（
後
略
）

 
 〔

大お
ほ
さ
か阪
に
…
…
（
大お
ほ
さ
か阪
で
出
会
っ
た
乙
女
に
道
を
尋
ね
る
と
、
ま
っ
す
ぐ

行
く
道
は
言
わ
な
い
で
、〕

 

（
三
〇
九
頁
）

（
ⅱ
） 

下
巻　

清
寧
天
皇

 

（
前
略
）
其
の
娘を
と
め子
は
、
菟う

田だ
の
お
び首
等と
ひ
と
しが
女む
す
め、
名
は
大お
ふ
を魚
ぞ
（
後
略
）

 

〔
そ
の
乙
女
は
、
菟う

田だ
の
お
び首
等と
ひ
と
しの
娘
で
、
名
は
大お
ふ
を魚
と
い
う
。〕

 

（
三
五
八
〜
三
五
九
頁
）

右
の
通
り
、『
古
事
記
』
の
二
箇
所
の
「
娘
子
」
は
、
い
ず
れ
も
「
乙
女
」
で
あ
る
こ

と
は
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
未
婚
の
女
性
と
言
え
る
。
こ
れ
は
若
干
の
中
国
語
の
古

語
の
「
娘
子
」
の
意
味
と
は
異
な
り
、
中
国
語
の
「
娘
子
」
は
既
婚
の
女
性
で
あ
っ
て

も
「
娘
子
」
と
表
す
。
だ
が
、『
古
事
記
』
以
外
の
作
品
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
三
箇
所
の
「
娘
子
」
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

（
Ⅰ
） 

巻
第
十
三　

允
恭
天
皇
（
五
年
七
月
―
七
年
十
二
月
）

 
 （

前
略
）
当
時
風
俗
、
於
二

宴
会
一

儛
者
儛
終
則
自
対
二

座
長
一

曰
、
奉
二

娘
子
一

也
（
後
略
）

 
 

当と

き時
の
風ひ

と俗
、
宴う
た
げ会
に
儛ま

ふ
者ひ
と

は
、
儛
ひ
終を
は

り
て
則す
な
はち
自み
づ
から
座く
ら
か
み長
に
対む
か

ひ

て
曰ま
を

し
し
く
、「
娘を
み
な
た
て
ま
つ

子
奉
ら
む
」
と
ま
を
し
し
な
り
。

 
 〔

当
時
の
風
習
で
は
、
宴
会
で
舞
う
者
は
、
舞
い
終
る
と
自
ら
座
長
に
向
っ

て
、「
娘お
み
な子
を
奉
り
ま
す
」
と
申
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。〕

 

（
一
一
四
頁
）

（
Ⅱ
） 

巻
第
十
四　

雄
略
天
皇
（
即
位
前
紀
―
元
年
三
月
）

 （
前
略
）
大
連
曰
、
此
娘
子
以
二

清
身
意
一

、 

奉
レ

与
二

一
宵
一

（
後
略
）

大
連
の
曰ま

を

さ
く
、「
此こ

の
娘い

ら
つ
め子

、
清き

よ

身き
み

と
意こ

こ
ろ

を
以も

ち
て
、
一ひ

と

宵よ

与あ
た

は
し

た
ま
ふ
に
奉

つ
か
へ
ま
つれ

り
。

〔
大
連
は
、「
こ
の
娘
は
清
い
身
と
心
で
、
一
夜
、
天
皇
の
お
召
し
に
お

仕
え
し
ま
し
た
〕

 

（
一
五
〇
〜
一
五
一
頁
）

（
Ⅲ
） 

巻
第
十
六　

武
烈
天
皇
（
即
位
前
紀
）

（
前
略
）
元
年
春
三
月
丁
丑
朔
戊
寅
、立
二

春
日
娘
子
一

為
二

皇
后
一
（
後
略
）

 

元
年
の
春
三
月
の
丁て

い

丑ち
う

の
朔

つ
き
た
ちに

し
て
戊ぼ

寅い
ん

に
、
春か

す
が
の
い
ら
つ
め

日
娘
子
を
立

たて
て

皇き
さ
き后

と
し
た
ま
ふ
。

 〔
元
年
春
三
月
の
丁て

い

丑ち
ゆ
う

朔つ
い
た
ちの

戊ぼ

寅い
ん

（
二
日
）
に
、
春か

す
が
の
い
ら
つ
め

日
娘
子
を
立
て
て
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宮
廷
の
中
で
「
娘
子
」
と
呼
ば
れ
、
受
け
た
礼
儀
と
礼
節
は
実
に
皇
后
と
同
じ
で
あ

る
）
が
あ
る
。

基
本
的
に
「
娘
子
」
は
、
母
親
と
祖
母
で
あ
る
「
娘
娘
」
と
異
な
っ
て
、
主
な
若
い

女
性
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
「
娘
子
軍
」
と
い
う
特
別
な
表
現
が
あ 

る
。
具

体
的
に
は
『
舊
唐
書
』巻
五
十
八
「
列
傳
第
八
」に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

引
用
文
は
後
晋
の
劉
昫
等
撰
『
舊
唐
書
』
第
七
冊
「
巻
五
一
至
巻
六
六
（
伝
）」（
中
華

書
局
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。
漢
字
の
表
記
は
旧
字
体
で
あ
り
、
文
末
に
頁
数
を

示
し
た
。ま
た
文
章
記
号
を
句
読
点
に
直
し
た
。現
代
語
訳
を
「（
）」の
中
に
示
し
た
。

訳
文
は
稿
者
で
あ
る
。

 

平
陽
公
主
、
高
祖
第
三
女
也
、
太
穆
皇
后
所
生
。
義
兵
將
起
、
公
主
與
紹

並
在
長
安
、
遣
使
密
召
之
。
紹
謂
公
主
曰
、「
尊
公
將
掃
清
多
難
、
紹
欲
迎
接

義
旗
、
同
去
則
不
可
、
獨
行
恐
罹
後
患
、
爲
計
若
何
﹖
」
公
主
曰
、「
君
宜
速
去
。

我
一
婦
人
、
臨
時
易
可
藏
隱
、
當
別
自
爲
計
矣
。」
紹
卽
間
行
赴
太
原
。
公
主

乃
歸
鄠
縣
莊
所
、
遂
散
家
資
、
招
引
山
中
亡
命
、
得
數
百
人
、
起
兵
以
應
高
祖
。

時
有
胡
賊
何
潘
仁
聚
衆
於
司
竹
園
、
自
稱
總
管
、
未
有
所
屬
。
公
主
遣
家
僮
馬

三
寶
說
以
利
害
、
潘
仁
攻
鄠
縣
、
陷
之
。
三
寶
又
說
羣
盜
李
仲
文
、
向
善
志
、

丘
師
利
等
、
各
率
衆
數
千
人
來
會
。
時
京
師
留
守
頻
遣
軍
討
公
主
、
三
寶
、
潘

仁
屢
挫
其
鋒
。

 

公
主
掠
地
至
盩
厔
、
武
功
、
始
平
、
皆
下
之
。
每
申
明
法
令
、
禁
兵
士
無

得
侵
掠
、
故
遠
近
奔
赴
者
甚
衆
、
得
兵
七
萬
人
。
公
主
令
間
使
以
聞
、
高
祖
大

悅
。
及
義
軍
渡
河
、
遣
紹
將
數
百
騎
趨
華
陰
、
傍
南
山
以
迎
公
主
。
時
公
主
引

精
兵
萬
餘
與
太
宗
軍
會
於
渭
北
、與
紹
各
置
幕
府
、
俱
圍
京
城
、營
中
號
曰
「
娘

子
軍
」。
京
城
平
、
封
為
平
陽
公
主
、
以
獨
有
軍
功
、
每
賞
賜
異
於
他
主
。

 

（
二
三
一
六
頁
）

（
平
陽
公
主
は
、
唐
代
の
高
祖
の
三
番
目
の
娘
で
あ
る
。
母
親
は
太
穆
皇
后
で

あ
る
。
当
時
、
義
兵
の
乱
が
起
き
そ
う
に
な
り
、
公
主
と
主
人
で
あ
る
柴
紹
は

と
も
に
長
安
に
い
っ
た
。
遣
使
が
密
か
に
事
情
を
知
ら
せ
た
。
柴
紹
は
公
主
に

対
し
て
、「
こ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
は
乱
を
鎮
め
る
こ
と
で
大
変
だ
。
私
は
義
軍

を
迎
え
に
い
く
予
定
だ
が
、あ
な
た
は
一
緒
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、

一
人
で
行
く
と
後
が
心
配
だ
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ

た
。
公
主
は
言
っ
た
。「
あ
な
た
は
早
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
一
人
の
婦

人
で
、
簡
単
に
身
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
分
で
方
法
は
考
え
ら
れ
ま

す
。」
柴
紹
は
す
ぐ
太
原
へ
赴
く
。
一
方
、
公
主
は
鄠
縣
の
莊
へ
帰
り
、
家
の

中
の
財
産
を
配
り
、
山
中
の
亡
命
者
を
招
待
し
、
数
百
人
を
得
た
。
兵
士
を
起

こ
し
て
父
の
高
祖
の
軍
に
呼
応
す
る
。
当
時
の
北
方
の
民
族
の
何
潘
仁
が
竹
園

で
大
衆
を
集
め
、
自
ら
総
管
の
官
職
を
称
し
た
。
公
主
は
馬
三
宝
を
使
っ
て
、

潘
仁
の
利
害
を
説
得
さ
せ
た
。
潘
仁
が
鄠
縣
を
侵
攻
し
て
、
勝
利
。
三
宝
が
ま

た
ほ
か
の
盜
賊
で
あ
る
李
仲
文
、
向
善
志
、
丘
師
利
等
を
説
得
し
た
。
皆
そ
れ

ぞ
れ
の
数
千
人
を
率
い
て
会
し
た
。
京
師
の
留
守
は
頻
繁
に
公
主
は
戦
っ
た
、

三
宝
、
潘
仁
が
幾
度
に
先
頭
を
切
っ
た
。
公
主
は
盩
厔
、
武
功
、
始
平
の
以
下

ま
で
の
土
地
を
占
領
し
た
。
各
地
に
行
っ
て
法
令
を
明
確
に
申
し
、
兵
士
が
無

許
可
で
侵
略
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
ゆ
え
に
遠
い
と
こ
ろ
、
近
い
と
こ
ろ
か
ら

身
を
寄
せ
る
人
は
極
め
て
大
勢
い
た
。
七
万
人
の
兵
士
を
得
た
。
公
主
は
密
か

に
使
者
を
命
じ
て
高
祖
に
報
告
し
た
。
高
祖
は
大
喜
し
て
い
た
。
義
軍
が
河
を

渡
っ
た
後
、
高
祖
の
命
で
柴
紹
は
数
百
の
騎
兵
を
率
い
て
急
い
で
華
陰
に
行
っ

た
、
自
ら
南
山
の
傍
ら
で
公
主
を
迎
え
た
。
そ
の
時
、
公
主
は
一
万
余
り
の
精

鋭
の
兵
士
を
率
い
て
、
太
宗
の
軍
と
渭
河
の
北
に
会
っ
た
。
柴
紹
と
そ
れ
ぞ
れ

の
軍
営
を
設
置
し
、
一
緒
に
京
城
を
包
囲
し
た
。
軍
営
の
中
で
「
娘
子
軍
」
と

号
す
。
京
城
を
解
放
し
た
後
に
、
平
陽
公
主
を
授
与
し
た
。
特
に
軍
功
の
成
績

を
以
て
、
毎
度
の
下
賜
品
は
他
の
人
よ
り
異
な
っ
て
い
た
。）
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日本語と中国語における「娘」考

右
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
中
国
で
は
「
娘
子
軍
」
の
由
来
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
平

陽
公
主
に
関
わ
る
事
物
に
も
、「
娘
子
軍
」
と
関
連
す
る
表
現
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
現
在
の
山
西
省
の
平
定
県
の
東
北
に
あ
る
「
葦
沢
関
」
は
、
当
時
、
唐
の
平

陽
公
主
の
軍
隊
が
そ
こ
に
駐
在
し
て
い
た
説
が
あ
り
、「
娘
子
関
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。今

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
語
で
は
「
娘
子
」
の
意
味
は
、
若
い
女
性
を
表

す
語
彙
で
あ
る
。

で
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
子
」
の
意
味
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
あ
ろ
う
。

と
り
あ
え
ず
古
代
の
中
国
語
に
お
け
る
母
親
と
祖
母
の
意
味
を
表
す
「
娘
娘
」
の

語
彙
は
、
古
代
の
日
本
語
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
娘
子
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
の
中
で
は
、
二
箇
所
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
面
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。
現
代
語
訳

（〔
〕）
の
中
に
示
し
、
頁
数
を
付
け
た
。「
娘
子
」
は
太
字
に
し
た
。
下
同
。

（
ⅰ
） 

下
巻　

履
中
天
皇

 

（
前
略
）
大お
ほ
さ
か阪
に
遇あ

ふ
や
娘を
と
め子
を
道み
ち

問と

へ
ば
直た
だ

に
は
告の

ら
ず
（
後
略
）

 
 〔

大お
ほ
さ
か阪
に
…
…
（
大お
ほ
さ
か阪
で
出
会
っ
た
乙
女
に
道
を
尋
ね
る
と
、
ま
っ
す
ぐ

行
く
道
は
言
わ
な
い
で
、〕

 

（
三
〇
九
頁
）

（
ⅱ
） 

下
巻　

清
寧
天
皇

 

（
前
略
）
其
の
娘を
と
め子
は
、
菟う

田だ
の
お
び首
等と
ひ
と
しが
女む
す
め、
名
は
大お
ふ
を魚
ぞ
（
後
略
）

 

〔
そ
の
乙
女
は
、
菟う

田だ
の
お
び首
等と
ひ
と
しの
娘
で
、
名
は
大お
ふ
を魚
と
い
う
。〕

 

（
三
五
八
〜
三
五
九
頁
）

右
の
通
り
、『
古
事
記
』
の
二
箇
所
の
「
娘
子
」
は
、
い
ず
れ
も
「
乙
女
」
で
あ
る
こ

と
は
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
未
婚
の
女
性
と
言
え
る
。
こ
れ
は
若
干
の
中
国
語
の
古

語
の
「
娘
子
」
の
意
味
と
は
異
な
り
、
中
国
語
の
「
娘
子
」
は
既
婚
の
女
性
で
あ
っ
て

も
「
娘
子
」
と
表
す
。
だ
が
、『
古
事
記
』
以
外
の
作
品
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
三
箇
所
の
「
娘
子
」
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

（
Ⅰ
） 

巻
第
十
三　

允
恭
天
皇
（
五
年
七
月
―
七
年
十
二
月
）

 
 （

前
略
）
当
時
風
俗
、
於
二

宴
会
一

儛
者
儛
終
則
自
対
二

座
長
一

曰
、
奉
二

娘
子
一

也
（
後
略
）

 
 

当と

き時
の
風ひ

と俗
、
宴う
た
げ会
に
儛ま

ふ
者ひ
と

は
、
儛
ひ
終を
は

り
て
則す
な
はち
自み
づ
から
座く
ら
か
み長
に
対む
か

ひ

て
曰ま
を

し
し
く
、「
娘を
み
な
た
て
ま
つ

子
奉
ら
む
」
と
ま
を
し
し
な
り
。

 
 〔

当
時
の
風
習
で
は
、
宴
会
で
舞
う
者
は
、
舞
い
終
る
と
自
ら
座
長
に
向
っ

て
、「
娘お
み
な子
を
奉
り
ま
す
」
と
申
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。〕

 

（
一
一
四
頁
）

（
Ⅱ
） 

巻
第
十
四　

雄
略
天
皇
（
即
位
前
紀
―
元
年
三
月
）

 （
前
略
）
大
連
曰
、
此
娘
子
以
二

清
身
意
一

、 

奉
レ

与
二

一
宵
一

（
後
略
）

大
連
の
曰ま

を

さ
く
、「
此こ

の
娘い

ら
つ
め子

、
清き

よ

身き
み

と
意こ

こ
ろ

を
以も

ち
て
、
一ひ

と

宵よ

与あ
た

は
し

た
ま
ふ
に
奉

つ
か
へ
ま
つれ

り
。

〔
大
連
は
、「
こ
の
娘
は
清
い
身
と
心
で
、
一
夜
、
天
皇
の
お
召
し
に
お

仕
え
し
ま
し
た
〕

 

（
一
五
〇
〜
一
五
一
頁
）

（
Ⅲ
） 

巻
第
十
六　

武
烈
天
皇
（
即
位
前
紀
）

（
前
略
）
元
年
春
三
月
丁
丑
朔
戊
寅
、立
二

春
日
娘
子
一

為
二

皇
后
一
（
後
略
）

 
元
年
の
春
三
月
の
丁て

い

丑ち
う

の
朔

つ
き
た
ちに

し
て
戊ぼ

寅い
ん

に
、
春か

す
が
の
い
ら
つ
め

日
娘
子
を
立

たて
て

皇き
さ
き后

と
し
た
ま
ふ
。

 〔
元
年
春
三
月
の
丁て

い

丑ち
ゆ
う

朔つ
い
た
ちの

戊ぼ

寅い
ん

（
二
日
）
に
、
春か

す
が
の
い
ら
つ
め

日
娘
子
を
立
て
て

（8）

日本女子大学紀要 人間社会学部 第32号 Japan Women ’ s University Journal vol.32（2021）

宮
廷
の
中
で
「
娘
子
」
と
呼
ば
れ
、
受
け
た
礼
儀
と
礼
節
は
実
に
皇
后
と
同
じ
で
あ

る
）
が
あ
る
。

基
本
的
に
「
娘
子
」
は
、
母
親
と
祖
母
で
あ
る
「
娘
娘
」
と
異
な
っ
て
、
主
な
若
い

女
性
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
「
娘
子
軍
」
と
い
う
特
別
な
表
現
が
あ 

る
。
具

体
的
に
は
『
舊
唐
書
』巻
五
十
八
「
列
傳
第
八
」に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

引
用
文
は
後
晋
の
劉
昫
等
撰
『
舊
唐
書
』
第
七
冊
「
巻
五
一
至
巻
六
六
（
伝
）」（
中
華

書
局
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。
漢
字
の
表
記
は
旧
字
体
で
あ
り
、
文
末
に
頁
数
を

示
し
た
。ま
た
文
章
記
号
を
句
読
点
に
直
し
た
。現
代
語
訳
を
「（
）」の
中
に
示
し
た
。

訳
文
は
稿
者
で
あ
る
。

 

平
陽
公
主
、
高
祖
第
三
女
也
、
太
穆
皇
后
所
生
。
義
兵
將
起
、
公
主
與
紹

並
在
長
安
、
遣
使
密
召
之
。
紹
謂
公
主
曰
、「
尊
公
將
掃
清
多
難
、
紹
欲
迎
接

義
旗
、
同
去
則
不
可
、
獨
行
恐
罹
後
患
、
爲
計
若
何
﹖
」
公
主
曰
、「
君
宜
速
去
。

我
一
婦
人
、
臨
時
易
可
藏
隱
、
當
別
自
爲
計
矣
。」
紹
卽
間
行
赴
太
原
。
公
主

乃
歸
鄠
縣
莊
所
、
遂
散
家
資
、
招
引
山
中
亡
命
、
得
數
百
人
、
起
兵
以
應
高
祖
。

時
有
胡
賊
何
潘
仁
聚
衆
於
司
竹
園
、
自
稱
總
管
、
未
有
所
屬
。
公
主
遣
家
僮
馬

三
寶
說
以
利
害
、
潘
仁
攻
鄠
縣
、
陷
之
。
三
寶
又
說
羣
盜
李
仲
文
、
向
善
志
、

丘
師
利
等
、
各
率
衆
數
千
人
來
會
。
時
京
師
留
守
頻
遣
軍
討
公
主
、
三
寶
、
潘

仁
屢
挫
其
鋒
。

 

公
主
掠
地
至
盩
厔
、
武
功
、
始
平
、
皆
下
之
。
每
申
明
法
令
、
禁
兵
士
無

得
侵
掠
、
故
遠
近
奔
赴
者
甚
衆
、
得
兵
七
萬
人
。
公
主
令
間
使
以
聞
、
高
祖
大

悅
。
及
義
軍
渡
河
、
遣
紹
將
數
百
騎
趨
華
陰
、
傍
南
山
以
迎
公
主
。
時
公
主
引

精
兵
萬
餘
與
太
宗
軍
會
於
渭
北
、與
紹
各
置
幕
府
、
俱
圍
京
城
、營
中
號
曰
「
娘

子
軍
」。
京
城
平
、
封
為
平
陽
公
主
、
以
獨
有
軍
功
、
每
賞
賜
異
於
他
主
。

 

（
二
三
一
六
頁
）

（
平
陽
公
主
は
、
唐
代
の
高
祖
の
三
番
目
の
娘
で
あ
る
。
母
親
は
太
穆
皇
后
で

あ
る
。
当
時
、
義
兵
の
乱
が
起
き
そ
う
に
な
り
、
公
主
と
主
人
で
あ
る
柴
紹
は

と
も
に
長
安
に
い
っ
た
。
遣
使
が
密
か
に
事
情
を
知
ら
せ
た
。
柴
紹
は
公
主
に

対
し
て
、「
こ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
は
乱
を
鎮
め
る
こ
と
で
大
変
だ
。
私
は
義
軍

を
迎
え
に
い
く
予
定
だ
が
、あ
な
た
は
一
緒
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、

一
人
で
行
く
と
後
が
心
配
だ
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ

た
。
公
主
は
言
っ
た
。「
あ
な
た
は
早
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
一
人
の
婦

人
で
、
簡
単
に
身
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
分
で
方
法
は
考
え
ら
れ
ま

す
。」
柴
紹
は
す
ぐ
太
原
へ
赴
く
。
一
方
、
公
主
は
鄠
縣
の
莊
へ
帰
り
、
家
の

中
の
財
産
を
配
り
、
山
中
の
亡
命
者
を
招
待
し
、
数
百
人
を
得
た
。
兵
士
を
起

こ
し
て
父
の
高
祖
の
軍
に
呼
応
す
る
。
当
時
の
北
方
の
民
族
の
何
潘
仁
が
竹
園

で
大
衆
を
集
め
、
自
ら
総
管
の
官
職
を
称
し
た
。
公
主
は
馬
三
宝
を
使
っ
て
、

潘
仁
の
利
害
を
説
得
さ
せ
た
。
潘
仁
が
鄠
縣
を
侵
攻
し
て
、
勝
利
。
三
宝
が
ま

た
ほ
か
の
盜
賊
で
あ
る
李
仲
文
、
向
善
志
、
丘
師
利
等
を
説
得
し
た
。
皆
そ
れ

ぞ
れ
の
数
千
人
を
率
い
て
会
し
た
。
京
師
の
留
守
は
頻
繁
に
公
主
は
戦
っ
た
、

三
宝
、
潘
仁
が
幾
度
に
先
頭
を
切
っ
た
。
公
主
は
盩
厔
、
武
功
、
始
平
の
以
下

ま
で
の
土
地
を
占
領
し
た
。
各
地
に
行
っ
て
法
令
を
明
確
に
申
し
、
兵
士
が
無

許
可
で
侵
略
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
ゆ
え
に
遠
い
と
こ
ろ
、
近
い
と
こ
ろ
か
ら

身
を
寄
せ
る
人
は
極
め
て
大
勢
い
た
。
七
万
人
の
兵
士
を
得
た
。
公
主
は
密
か

に
使
者
を
命
じ
て
高
祖
に
報
告
し
た
。
高
祖
は
大
喜
し
て
い
た
。
義
軍
が
河
を

渡
っ
た
後
、
高
祖
の
命
で
柴
紹
は
数
百
の
騎
兵
を
率
い
て
急
い
で
華
陰
に
行
っ

た
、
自
ら
南
山
の
傍
ら
で
公
主
を
迎
え
た
。
そ
の
時
、
公
主
は
一
万
余
り
の
精

鋭
の
兵
士
を
率
い
て
、
太
宗
の
軍
と
渭
河
の
北
に
会
っ
た
。
柴
紹
と
そ
れ
ぞ
れ

の
軍
営
を
設
置
し
、
一
緒
に
京
城
を
包
囲
し
た
。
軍
営
の
中
で
「
娘
子
軍
」
と

号
す
。
京
城
を
解
放
し
た
後
に
、
平
陽
公
主
を
授
与
し
た
。
特
に
軍
功
の
成
績

を
以
て
、
毎
度
の
下
賜
品
は
他
の
人
よ
り
異
な
っ
て
い
た
。）
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（
３
）『
う
つ
ほ
物
語
』「
俊
蔭
」

娘む
す
め、

四
つ
に
な
る
年
の
夏
よ
り
、
大
き
に
、
心
も
聡さ

と

く
賢か

し
こし

。
父
が
思

ふ
や
う
、
今
は
わ
が
娘
、
も
の
習
ひ
つ
べ
き
ほ
ど
に
な
り
に
た
り
。
わ

が
身
を
捨
て
て
習
ひ
し
琴
、
こ
の
娘
に
習
は
さ
む
と
思
ひ
て
、
か
の

波は

し斯
国こ

く

よ
り
持も

て
渡
り
し
琴
ど
も
を
取
り
出
で
て
、
二
つ
の
琴
を
ば
人

に
も
知
ら
せ
で
、
い
ま
十と

を

を
、
り
う
か
く
風
を
ば
娘
の
に
す
。

 

（
四
一
頁
）

　
（
４
）『
徒
然
草
』「
第
四
〇
段
」

因い
な
ば
の幡

国く
に

に
、
何な

に

の
入に

ふ
だ
う道

と
か
や
い
ふ
者
の
娘む

す
め、

か
た
ち
よ
し
と
聞
き
て
、

人
あ
ま
た
言
ひ
わ
た
り
け
れ
ど
も
、
こ
の
娘
、
た
だ
栗く

り

を
の
み
食
ひ
て
、

更さ
ら

に
米よ

ね

の
た
ぐ
ひ
を
食
は
ざ
り
け
れ
ば
、「
か
か
る
異こ

と
や
う様

の
も
の
、
人

に
見
ゆ
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
て
、
親お

や
ゆ
る許

さ
ざ
り
け
り
。

 

（
一
一
二
〜
一
一
三
頁
）

　
（
５
）『
近
松
門
左
衛
門
集
』「
生
玉
心
中
」

こ
の
お
き
は
に
も
親
が
あ
る
。
お
の
れ
と
夫
婦
の
約
束
で
、
人
の
娘
を

貰も
ら

う
て
。
こ
つ
ち
の
息む

す
こ子

が
合が

点て
ん

せ
ぬ
、
そ
つ
ち
の
娘
を
返か

や

す
と
。

 

（
三
六
五
頁
）

　
（
６
）『
人
間
失
格
』

桜
木
町
の
家
の
隣
り
の
将
軍
の
は
た
ち
く
ら
ゐ
の
娘
が
、
毎
朝
、
自
分

の
登
校
の
時
刻
に
は
、
用
も
無
さ
さ
う
な
の
に
、
ご
自
分
の
家
の
門
を

薄
化
粧
し
て
出
た
り
は
ひ
つ
た
り
し
て
ゐ
た
し
、
牛
肉
を
食
ひ
に
行
く

と
、
自
分
が
黙
つ
て
ゐ
て
も
、（
後
略
）

 

（
三
九
頁
）

右
（
１
）
〜
（
６
）
ま
で
の
中
古
か
ら
近
代
ま
で
の
代
表
的
な
作
品
の
中
で
表
し
た

「
娘
」
は
、『
倭
名
類
聚
抄
』
の
中
の
「
娘
（
无
須
女
）」
と
同
じ
よ
う
に
「
む
す
め
」
の

意
味
で
あ
る
。
日
本
列
島
で
は
、
最
初
か
ら
「
娘
」
は
ず
っ
と
「
む
す
め
」、
つ
ま
り

「daughter

」
で
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
は
は
（m

other
）」
の
意
味
は
一
度

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
古
代
中
国
語
で
は
、「
娘
娘
（
母
親
と
祖
母
）」
と
「
娘
子
（
若
い
女
性
）」
と

い
う
二
つ
の
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
は
は
（m

other
）」
の

方
面
の
意
味
が
重
く
、
若
い
女
性
の
意
味
も
あ
る
が
、「
む
す
め
（daughter

）」
ま
で

の
意
味
は
、
一
度
も
見
当
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
同
じ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
か
ら
反

映
し
た
日
本
と
中
国
の
好
み
に
関
わ
る
方
向
性
が
違
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

興
味
深
い
こ
と
は
、
現
代
の
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
」
の
表
現
を
、
現
代
の
中
国

語
で
訳
す
場
合
、
や
や
難
し
く
な
る
時
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

本
節
の
見
出
し
の
よ
う
に
、
現
代
の
日
本
語
の
「
娘
」
は
イ
コ
ー
ル
現
代
中
国
語
の

「
女
儿
（daughter

）」
と
「
姑
娘
（girl

）」
で
あ
る
。

例
え
ば
、前
掲
し
た
（
１
）〜
（
６
）ま
で
の
「
娘
」は
、中
国
語
で
「
女
儿
（daughter

）」

と
訳
す
れ
ば
ぴ
っ
た
り
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
日
本
語
に
関
わ
る

「
娘
」
の
表
現
は
「
女
儿
」
を
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
Ａ
）
寂
聴
「
森
の
奥
の
よ
う
な
静
か
さ　

も
て
余
す
、
一
人
き
り
の
夏
」

　

今
、私
は
百
歳
の
夏
の
終
り
の
一
時
（
い
っ
と
き
）、京
都
の
市
内
に
あ
る
、

老
人
の
休
養
所
に
入
っ
て
い
る
。
六
帖
（
じ
ょ
う
）
二
つ
の
室
内
は
、
こ
ぢ

ん
ま
り
と
し
て
、
不
必
要
な
飾
り
な
ど
何
も
な
い
。
終
日
、
誰
に
も
会
わ
ず
、

電
話
も
一
切
か
か
ら
な
い
。
食
事
だ
け
は
黙
っ
て
マ
ス
ク
で
顔
も
わ
か
ら
な

い
若
い
娘
さ
ん
が
運
ん
で
く
れ
る
。

　

ひ
と
り
で
食
べ
、
終
っ
た
ら
、
食
器
を
洗
い
も
し
な
い
で
、
返
し
て
お
く
。

訊
（
き
）
い
て
み
な
い
が
、
私
が
最
年
長
者
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
百
以
上

の
人
が
数
人
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 

（『
朝
日
新
聞
』「
文
化
」
２
０
２
１
年
8
月
12
日
）

（10）

日本女子大学紀要 人間社会学部 第32号 Japan Women ’ s University Journal vol.32（2021）

皇
后
と
さ
れ
た
〕

 

（
二
七
六
〜
二
七
七
頁
）

右
の
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）
に
示
し
て
き
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、「
娘
子
」
の

意
味
は
、「
お
み
な
」、「
い
ら
つ
め
」
の
よ
う
に
、
若
い
女
性
を
指
す
こ
と
が
一
致
し

て
い
る
。つ
ま
り
乙
女
の
よ
う
な
未
婚
の
若
い
女
性
を
指
す
こ
と
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
乙
女
」
の
「
娘
子
」
の
表
現
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
作
品
の
中
で
も

見
え
る
。
例
え
ば
、『
雨
月
物
語
』
巻
之
一
「
菊
花
の
約
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
描
写

が
あ
る
。
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

其
の
季い

も
う
と女

な
る
も
の
は
同
じ
里
の
佐さ

よ用
氏う

ぢ

に
養や

し
な

は
る
。
此
の
佐さ

よ用
が
家
は
頗

す
こ
ぶ
る

富と
み

さ
か
え
て
有
り
け
る
が
、
丈は

せ
べ部

母
子
の
賢か

し
こき

を
慕し

た

ひ
、
娘を

と
め子

を
娶め

と

り
て
親
族

と
な
り
、
屡

し
ば
し
ば

事
に
托よ

せ

て
物
を
餉お

く

る
と
い
へ
ど
も
、「
口こ

う
ふ
く腹

の
為
に
人
を
累

わ
づ
ら
はさ

ん

や
」
敢あ

へ

え
て
承う

く

る
こ
と
な
し
。

 

（
二
九
二
頁
）

ま
た
、『
雨
月
物
語
』巻
之
二
「
浅
茅
が
宿
」に
は
、次
の
よ
う
な
場
面
に
も
「
娘
子
」

が
見
え
る
。

　

寝
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
翁お

き
な

か
た
り
て
い
ふ
。「
翁お

き
な

が
祖お

ほ
ぢ父

の
其
の
祖お

ほ
ぢ父

す
ら
も
生う

ま

れ
ぬ
は
る
か
の
往い

に
し
へ古

の
事
よ
。
此
の
郷さ

と

に
真ま

ま間
の
手て

児ご

な女
と
い
ふ
い
と
美う

つ
くし

き

娘を
と
め子

あ
り
け
り
。

 

（
三
二
〇
頁
）

右
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
子
」
の
表
現
は
、
古
代
中
国
語
に
お

け
る
「
娘
子
」
の
「
若
い
女
性
」
の
意
味
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
古
代
中
国
語
に
お

け
る
「
娘
子
」
の
若
い
女
性
は
、
個
人
よ
り
集
め
た
グ
ル
ー
プ
の
意
象
が
強
い
。
い

わ
ゆ
る
唐
代
の
平
陽
公
主
の
よ
う
な
若
い
女
性
の
軍
隊
の
よ
う
な
集
団
は
、
日
本
語

で
は
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。

五
　
日
本
語
「
娘
」
＝
中
国
語
「
女
儿
」
＋
「
姑
娘
」

そ
も
そ
も
「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
の
両
方
の
意
味
を
持
つ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
は
、

日
本
語
の
場
合
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
若
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
に
傾
き
、
つ
ま
り

「
む
す
め
」
の
意
味
を
採
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
語
が
発
明
さ
れ

た
平
安
時
代
で
は
、
物
語
、
日
記
な
ど
の
作
品
の
中
で
は
し
ば
し
ば
「
娘
（
む
す
め
）」

が
登
場
し
て
以
降
、
歴
代
の
文
学
作
品
の
中
で
表
し
て
い
る
。
引
用
文
に
つ
い
て
、

古
代
作
品
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。
文
末
に
頁
数
を
示
し
た
。
近
代
作

品
は
『
聞
蔵
』
と
『
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
』
お
よ
び
「
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
太
宰
治
自

筆
資
料
集
」
デ
ジ
タ
ル
版
に
よ
る
。
作
者
や
作
品
の
タ
イ
ト
ル
及
び
新
聞
日
期
を
示

し
た
。

　
（
１
）『
竹
取
物
語
』「
か
ぐ
や
姫
の
発
見
と
成
長
」

こ
の
人
々
、在あ

る
時
は
、た
け
と
り
を
呼
び
い
で
て
、「
娘む

す
めを

我
に
賜た

べ
」

と
、伏ふ

し
拝を

が

み
、手
を
す
り
の
た
ま
へ
ど
、「
お
の
が
生な

さ
ぬ
子
な
れ
ば
、

心
に
も
し
た
が
は
ず
な
む
あ
る
」と
い
ひ
て
、月つ

き
ひ日

す
ぐ
す
。か
か
れ
ば
、

こ
の
人
々
、
家
に
帰
り
て
、
物
を
思
ひ
、
祈
り
を
し
、
願ぐ

わ
んを

立
つ
。
思

ひ
止や

む
べ
く
も
あ
ら
ず
。「
さ
り
と
も
、つ
ひ
に
男を

と
こあ

は
せ
ざ
ら
む
や
は
」

と
思
ひ
て
頼
み
を
か
け
た
り
。
あ
ら
が
ち
に
心
ざ
し
を
見
え
歩あ

り

く
。

 

（
二
一
頁
）

　
（
２
）『
平
中
物
語
』「
三
十
八　

尼
に
な
る
人
」

ま
た
、
こ
の
男
、
市い

ち

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
い
で
て
、
透す

き

影か
げ

に
よ
く
見
え
け

れ
ば
、
も
の
な
ど
い
ひ
や
り
け
り
。
受ず

り
や
う領

な
ど
の
娘
に
ぞ
あ
り
け
る
。

 

（
五
三
〇
頁
）
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（
３
）『
う
つ
ほ
物
語
』「
俊
蔭
」

娘む
す
め、

四
つ
に
な
る
年
の
夏
よ
り
、
大
き
に
、
心
も
聡さ

と

く
賢か

し
こし

。
父
が
思

ふ
や
う
、
今
は
わ
が
娘
、
も
の
習
ひ
つ
べ
き
ほ
ど
に
な
り
に
た
り
。
わ

が
身
を
捨
て
て
習
ひ
し
琴
、
こ
の
娘
に
習
は
さ
む
と
思
ひ
て
、
か
の

波は

し斯
国こ

く

よ
り
持も

て
渡
り
し
琴
ど
も
を
取
り
出
で
て
、
二
つ
の
琴
を
ば
人

に
も
知
ら
せ
で
、
い
ま
十と

を

を
、
り
う
か
く
風
を
ば
娘
の
に
す
。

 

（
四
一
頁
）

　
（
４
）『
徒
然
草
』「
第
四
〇
段
」

因い
な
ば
の幡

国く
に

に
、
何な

に

の
入に

ふ
だ
う道

と
か
や
い
ふ
者
の
娘む

す
め、

か
た
ち
よ
し
と
聞
き
て
、

人
あ
ま
た
言
ひ
わ
た
り
け
れ
ど
も
、
こ
の
娘
、
た
だ
栗く

り

を
の
み
食
ひ
て
、

更さ
ら

に
米よ

ね

の
た
ぐ
ひ
を
食
は
ざ
り
け
れ
ば
、「
か
か
る
異こ

と
や
う様

の
も
の
、
人

に
見
ゆ
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
て
、
親お

や
ゆ
る許

さ
ざ
り
け
り
。

 
（
一
一
二
〜
一
一
三
頁
）

　
（
５
）『
近
松
門
左
衛
門
集
』「
生
玉
心
中
」

こ
の
お
き
は
に
も
親
が
あ
る
。
お
の
れ
と
夫
婦
の
約
束
で
、
人
の
娘
を

貰も
ら

う
て
。
こ
つ
ち
の
息む

す
こ子

が
合が

点て
ん

せ
ぬ
、
そ
つ
ち
の
娘
を
返か

や

す
と
。

 

（
三
六
五
頁
）

　
（
６
）『
人
間
失
格
』

桜
木
町
の
家
の
隣
り
の
将
軍
の
は
た
ち
く
ら
ゐ
の
娘
が
、
毎
朝
、
自
分

の
登
校
の
時
刻
に
は
、
用
も
無
さ
さ
う
な
の
に
、
ご
自
分
の
家
の
門
を

薄
化
粧
し
て
出
た
り
は
ひ
つ
た
り
し
て
ゐ
た
し
、
牛
肉
を
食
ひ
に
行
く

と
、
自
分
が
黙
つ
て
ゐ
て
も
、（
後
略
）

 

（
三
九
頁
）

右
（
１
）
〜
（
６
）
ま
で
の
中
古
か
ら
近
代
ま
で
の
代
表
的
な
作
品
の
中
で
表
し
た

「
娘
」
は
、『
倭
名
類
聚
抄
』
の
中
の
「
娘
（
无
須
女
）」
と
同
じ
よ
う
に
「
む
す
め
」
の

意
味
で
あ
る
。
日
本
列
島
で
は
、
最
初
か
ら
「
娘
」
は
ず
っ
と
「
む
す
め
」、
つ
ま
り

「daughter

」
で
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
は
は
（m

other

）」
の
意
味
は
一
度

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
古
代
中
国
語
で
は
、「
娘
娘
（
母
親
と
祖
母
）」
と
「
娘
子
（
若
い
女
性
）」
と

い
う
二
つ
の
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
は
は
（m

other

）」
の

方
面
の
意
味
が
重
く
、
若
い
女
性
の
意
味
も
あ
る
が
、「
む
す
め
（daughter

）」
ま
で

の
意
味
は
、
一
度
も
見
当
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
同
じ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
か
ら
反

映
し
た
日
本
と
中
国
の
好
み
に
関
わ
る
方
向
性
が
違
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

興
味
深
い
こ
と
は
、
現
代
の
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
」
の
表
現
を
、
現
代
の
中
国

語
で
訳
す
場
合
、
や
や
難
し
く
な
る
時
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

本
節
の
見
出
し
の
よ
う
に
、
現
代
の
日
本
語
の
「
娘
」
は
イ
コ
ー
ル
現
代
中
国
語
の

「
女
儿
（daughter

）」
と
「
姑
娘
（girl

）」
で
あ
る
。

例
え
ば
、前
掲
し
た
（
１
）〜
（
６
）ま
で
の
「
娘
」は
、中
国
語
で
「
女
儿
（daughter

）」

と
訳
す
れ
ば
ぴ
っ
た
り
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
日
本
語
に
関
わ
る

「
娘
」
の
表
現
は
「
女
儿
」
を
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
Ａ
）
寂
聴
「
森
の
奥
の
よ
う
な
静
か
さ　

も
て
余
す
、
一
人
き
り
の
夏
」

　

今
、私
は
百
歳
の
夏
の
終
り
の
一
時
（
い
っ
と
き
）、京
都
の
市
内
に
あ
る
、

老
人
の
休
養
所
に
入
っ
て
い
る
。
六
帖
（
じ
ょ
う
）
二
つ
の
室
内
は
、
こ
ぢ

ん
ま
り
と
し
て
、
不
必
要
な
飾
り
な
ど
何
も
な
い
。
終
日
、
誰
に
も
会
わ
ず
、

電
話
も
一
切
か
か
ら
な
い
。
食
事
だ
け
は
黙
っ
て
マ
ス
ク
で
顔
も
わ
か
ら
な

い
若
い
娘
さ
ん
が
運
ん
で
く
れ
る
。

　

ひ
と
り
で
食
べ
、
終
っ
た
ら
、
食
器
を
洗
い
も
し
な
い
で
、
返
し
て
お
く
。

訊
（
き
）
い
て
み
な
い
が
、
私
が
最
年
長
者
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
百
以
上

の
人
が
数
人
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 

（『
朝
日
新
聞
』「
文
化
」
２
０
２
１
年
8
月
12
日
）

（10）
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皇
后
と
さ
れ
た
〕

 

（
二
七
六
〜
二
七
七
頁
）

右
の
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）
に
示
し
て
き
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、「
娘
子
」
の

意
味
は
、「
お
み
な
」、「
い
ら
つ
め
」
の
よ
う
に
、
若
い
女
性
を
指
す
こ
と
が
一
致
し

て
い
る
。つ
ま
り
乙
女
の
よ
う
な
未
婚
の
若
い
女
性
を
指
す
こ
と
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
乙
女
」
の
「
娘
子
」
の
表
現
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
作
品
の
中
で
も

見
え
る
。
例
え
ば
、『
雨
月
物
語
』
巻
之
一
「
菊
花
の
約
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
描
写

が
あ
る
。
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

其
の
季い

も
う
と女

な
る
も
の
は
同
じ
里
の
佐さ

よ用
氏う

ぢ

に
養や

し
な

は
る
。
此
の
佐さ

よ用
が
家
は
頗

す
こ
ぶ
る

富と
み

さ
か
え
て
有
り
け
る
が
、
丈は

せ
べ部

母
子
の
賢か

し
こき

を
慕し

た

ひ
、
娘を

と
め子

を
娶め

と

り
て
親
族

と
な
り
、
屡

し
ば
し
ば

事
に
托よ

せ

て
物
を
餉お

く

る
と
い
へ
ど
も
、「
口こ

う
ふ
く腹

の
為
に
人
を
累

わ
づ
ら
はさ

ん

や
」
敢あ

へ

え
て
承う

く

る
こ
と
な
し
。

 

（
二
九
二
頁
）

ま
た
、『
雨
月
物
語
』巻
之
二
「
浅
茅
が
宿
」に
は
、次
の
よ
う
な
場
面
に
も
「
娘
子
」

が
見
え
る
。

　

寝
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
翁お

き
な

か
た
り
て
い
ふ
。「
翁お

き
な

が
祖お

ほ
ぢ父

の
其
の
祖お

ほ
ぢ父

す
ら
も
生う

ま

れ
ぬ
は
る
か
の
往い

に
し
へ古

の
事
よ
。
此
の
郷さ

と

に
真ま

ま間
の
手て

児ご

な女
と
い
ふ
い
と
美う

つ
くし

き

娘を
と
め子

あ
り
け
り
。

 

（
三
二
〇
頁
）

右
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
語
に
お
け
る
「
娘
子
」
の
表
現
は
、
古
代
中
国
語
に
お

け
る
「
娘
子
」
の
「
若
い
女
性
」
の
意
味
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
古
代
中
国
語
に
お

け
る
「
娘
子
」
の
若
い
女
性
は
、
個
人
よ
り
集
め
た
グ
ル
ー
プ
の
意
象
が
強
い
。
い

わ
ゆ
る
唐
代
の
平
陽
公
主
の
よ
う
な
若
い
女
性
の
軍
隊
の
よ
う
な
集
団
は
、
日
本
語

で
は
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。

五
　
日
本
語
「
娘
」
＝
中
国
語
「
女
儿
」
＋
「
姑
娘
」

そ
も
そ
も
「
む
す
め
」
と
「
は
は
」
の
両
方
の
意
味
を
持
つ
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
は
、

日
本
語
の
場
合
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
若
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
に
傾
き
、
つ
ま
り

「
む
す
め
」
の
意
味
を
採
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
語
が
発
明
さ
れ

た
平
安
時
代
で
は
、
物
語
、
日
記
な
ど
の
作
品
の
中
で
は
し
ば
し
ば
「
娘
（
む
す
め
）」

が
登
場
し
て
以
降
、
歴
代
の
文
学
作
品
の
中
で
表
し
て
い
る
。
引
用
文
に
つ
い
て
、

古
代
作
品
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。
文
末
に
頁
数
を
示
し
た
。
近
代
作

品
は
『
聞
蔵
』
と
『
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
』
お
よ
び
「
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
太
宰
治
自

筆
資
料
集
」
デ
ジ
タ
ル
版
に
よ
る
。
作
者
や
作
品
の
タ
イ
ト
ル
及
び
新
聞
日
期
を
示

し
た
。

　
（
１
）『
竹
取
物
語
』「
か
ぐ
や
姫
の
発
見
と
成
長
」

こ
の
人
々
、在あ

る
時
は
、た
け
と
り
を
呼
び
い
で
て
、「
娘む

す
めを

我
に
賜た

べ
」

と
、伏ふ

し
拝を

が

み
、手
を
す
り
の
た
ま
へ
ど
、「
お
の
が
生な

さ
ぬ
子
な
れ
ば
、

心
に
も
し
た
が
は
ず
な
む
あ
る
」と
い
ひ
て
、月つ

き
ひ日

す
ぐ
す
。か
か
れ
ば
、

こ
の
人
々
、
家
に
帰
り
て
、
物
を
思
ひ
、
祈
り
を
し
、
願ぐ

わ
んを

立
つ
。
思

ひ
止や

む
べ
く
も
あ
ら
ず
。「
さ
り
と
も
、つ
ひ
に
男を

と
こあ

は
せ
ざ
ら
む
や
は
」

と
思
ひ
て
頼
み
を
か
け
た
り
。
あ
ら
が
ち
に
心
ざ
し
を
見
え
歩あ

り

く
。

 

（
二
一
頁
）

　
（
２
）『
平
中
物
語
』「
三
十
八　

尼
に
な
る
人
」

ま
た
、
こ
の
男
、
市い

ち

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
い
で
て
、
透す

き

影か
げ

に
よ
く
見
え
け

れ
ば
、
も
の
な
ど
い
ひ
や
り
け
り
。
受ず

り
や
う領

な
ど
の
娘
に
ぞ
あ
り
け
る
。

 

（
五
三
〇
頁
）
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し
い
訳
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
語
用
論
の
観
点
を
照
合
し
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
次
の
よ
う

な
視
座
で
あ
ろ
う
。
引
用
文
の
符
号
を
変
え
た
こ
と
が
あ
る
。

言
語
へ
の
特
殊
な
視
点
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
視
点
か
ら

見
る
と
、
語
用
論
は
、
言
語
学
、
社
会
学
、
心
理
学
を
下
位
領
域
に
も
っ
た
、

上
位
に
位
置
す
る
領
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
題
の
領
域
は
潜
在
的
に
と

て
も
広
い
。
そ
の
上
、
語
用
論
と
は
、
単
に
言
語
理
論
に
文
脈
と
い
う
次
元
を

加
え
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、「
広
い
認
知
的
・
社
会
的
・
文
化
的
視
点
か

ら
眺
め
、
言
語
現
象
を
ふ
る
ま
い
（behaviour

）
の
形
式
で
用
法
と
関
連
し
た

も
の
」
と
捉
え
て
い
る ）

9
（

。

つ
ま
り
、
言
語
の
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
の
前
に
形
容
詞
を
付
け
て
修
飾
す
る
と
、

家
族
の
内
に
属
す
る
「
む
す
め
」
は
、
広
範
的
な
社
会
に
お
け
る
若
い
女
性
を
表
す

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
を
比
較
し
て
見
た
結
果
、
言

語
で
あ
る
「
娘
」
に
関
わ
る
社
会
の
背
後
の
文
化
が
見
え
る
。
や
は
り
日
本
語
と
中

国
語
に
お
け
る
同
形
語
を
研
究
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う ）
10
（

。

六
　
お
わ
り
に

以
上
、
象
形
文
字
「
娘
」
が
、「
は
は
」
に
繋
が
る
こ
と
及
び
「
嬢
」
と
の
関
係
を
考

察
し
、
古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
娘
」
と
「
娘
子
」
の
意
味
を
考
察
し
た
。
そ
の
結

果
、「
娘
娘
」
は
母
親
と
祖
母
の
意
味
が
あ
り
、「
娘
子
」
は
若
い
女
性
を
表
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
唐
代
の
平
陽
公
主
で
は
「
娘
子
軍
」
が
有
名
で
あ
り
、

歴
代
類
似
さ
れ
た
表
現
が
見
え
る
。
一
方
、
古
代
日
本
語
で
は
「
娘
子
」
の
表
現
が

見
え
、
意
味
は
同
じ
く
若
い
女
性
を
指
す
が
、「
娘
子
軍
」
の
よ
う
な
特
別
な
表
現
は

存
在
せ
ず
、
古
代
日
本
語
に
「
娘
娘
」
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
白
で

あ
る
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
日
本
語
の
「
娘
」
に
「
母
親
」
と
「
祖
母
」
の
よ
う
な
意

味
は
見
当
た
ら
ず
現
代
日
本
語
の
「
娘
」
の
意
味
は
、「
む
す
め
」
と
「
若
い
女
性
」
を

表
す
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
の
背
後
に
は
広
範

的
な
社
会
性
が
見
え
る
。
今
後
、
も
っ
と
多
く
の
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
同
形

語
を
考
察
し
て
み
た
い
。

注

 

（
1
）　

沖
森
卓
也
「
１
９
８
７
年
に
は
、
殷
墟
遺
跡
か
ら
甲
骨
文
字
の
出
現
よ
り
も
古
い
殷
墟
初
期

と
み
ら
れ
る
土
器
の
破
片
に
卜
辞
が
朱
書
さ
れ
た
も
の
も
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
甲
骨
文
字
が
漢

字
の
濫
觴
で
あ
る
と
は
ま
だ
断
言
で
き
な
い
」
沖
森
卓
也
・
笹
原
宏
之
『
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

漢
字
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
六
頁
。 

 

（
2
）　

康
殷
『
文
字
源
流
淺
説
』（
栄
宝
斎
出
版
、
一
九
七
九
年
）
四
一
頁
。 

 

（
3
）　

同
（
2
）
四
二
頁
。 

 

（
4
）　

そ
も
そ
も
「
豆
」
の
原
義
は
、
食
器
で
あ
る
。
後
に
借
り
て
食
べ
物
を
指
す
意
味
も
あ
る
。

ま
た
容
器
や
容
量
の
単
位
を
表
す
意
味
も
あ
る
。
さ
ら
に
借
り
て
豆
の
よ
う
な
も
の
を
総
称
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、初
め
の「
豆
」の
意
味
を
表
示
す
る
漢
字
は「
菽
」（ 

 

）で
あ
る
。

例
え
ば
、『
詩
経
』「
豳
風
」
に
は
、「
六
月
食
鬱
及
薁
、七
月
亨
葵
及
菽
」
が
あ
る
。
陶
淵
明
『
桃

花
源
記
並
詩
』
に
は
、「
桑
竹
垂
餘
蔭
、
菽
稷
隨
時
藝
」
が
あ
る
。 

 

（
5
）　

同
（
2
）
四
七
三
頁
。 

（

 
6
）　

石
川
忠
久
『
詩
経
』
中
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
二
八
八
頁
。 

 

（
7
）　

竹
内
照
夫
『
礼
記
』
上
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
七
四
頁
。 

 

（
8
）　

今
井
宇
三
郎
『
周
易
』
中
（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）
七
一
九
〜
七
二
一
頁
。 

 

（
9
）　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
カ
ル
ペ
パ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
ー
著
、
椎
名
美
智
監
訳
、
加
藤
重
広
・
滝
浦
真
人
・

東
泉
裕
子
訳
『
新
し
い
語
用
論
の
世
界　

英
語
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
研
究
社
、二
〇
二
〇
年
）

八
頁
。  

 

（
10
）
荒
川
清
秀
『
日
中
漢
語
の
生
成
と
交
流
・
受
容
―
―
漢
語
語
基
の
意
味
と
造
語
力
』（
白
帝
社
、

二
〇
一
八
年
）
三
〇
四
頁
。　
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（
Ｂ
）
井
波
綾
子
「
話
し
か
け
る
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
な
印
象
」

　

縦
書
き
と
横
書
き
、
ど
ち
ら
が
好
き
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
ま
ず
は
縦
書
き

と
答
え
る
。
子
供
の
頃
か
ら
続
け
て
き
た
習
字
や
ペ
ン
字
が
、
自
然
に
身
に

つ
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
く
ず
し
文
字
の
美
し
さ
、書
き
や
す
さ
な
ど
、

何
と
い
っ
て
も
縦
書
き
で
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、
若
い
娘
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
１
枚
の
は
が
き
が
私
を
目
覚

め
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
か
ら
３
０
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
贈
っ
た
結
婚

祝
い
の
お
礼
状
だ
っ
た
。は
が
き
一
面
に
横
書
き
文
字
が
１
字
１
字
丁
寧
に
、

し
か
も
ま
ろ
や
か
に
簡
素
に
し
た
た
め
ら
れ
、
そ
の
読
み
や
す
さ
に
私
は
全

く
心
打
た
れ
た
の
だ
っ
た
。

 

（『
朝
日
新
聞
』「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
２
０
２
０
年
8
月
12
日
）

（
C
）
辻
田
広
幸
「
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
、
交
流
楽
し
い
」

　

道
路
沿
い
の
畑
で
草
抜
き
を
し
て
い
る
と
、
若
い
娘
さ
ん
２
人
が
話
し
か

け
て
き
た
。
な
ん
だ
か
言
葉
が
た
ど
た
ど
し
い
。
出
稼
ぎ
で
来
日
し
た
ベ
ト

ナ
ム
人
で
、私
が
引
き
抜
い
て
い
る
雑
草
の
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
が
欲
し
い
と
言
う
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
い
つ
も
食
べ
て
い
て
懐
か
し
い
そ
う
だ
。
か
わ
い
い
孫
の
よ

う
な
助
っ
人
と
草
抜
き
を
楽
し
み
、
思
わ
ぬ
国
際
交
流
で
若
返
っ
た
。

　
　
　
　

 

（『
朝
日
新
聞
』「
声
」
２
０
１
９
年
9
月
27
日
）

（
D
）
右
田
和
孝
「
支
え
合
う
老
人
と
若
い
娘
」

　

も
は
や
読
む
こ
と
が
か
な
わ
な
い
エ
ル
ネ
ス
ト
は
、
偶
然
に
出
く
わ
し
た

素
性
の
知
れ
な
い
若
い
娘
ビ
ア
（
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
ポ
エ
ス
テ
ル
＝
同
左
）
に
、

手
紙
の
読
み
書
き
を
依
頼
す
る
。
感
情
表
現
が
下
手
な
エ
ル
ネ
ス
ト
に
ビ
ア

は
訴
え
る
の
だ
っ
た
。
想
（
お
も
）
い
を
秘
め
た
ま
ま
で
い
い
の
？

　

は
た
目
に
は
、部
屋
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
若
い
娘
と
の
関
係
は
、

老
い
た
男
が
た
ぶ
ら
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
か
映
ら
な
い
。

 

（『
読
売
新
聞
』
大
阪
夕
刊
「
娯
楽
」
２
０
２
０
年
7
月
17
日
）

（
E
）
上
辻
正
七
郎
「
介
護
で
頑
張
れ　

ベ
ト
ナ
ム
の
娘
さ
ん
」

　

妻
と
２
人
で
度
々
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
日
、
若
い
娘
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
、
先
輩
職
員
の
後
に
つ
い
て
仕
事
を
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。（
中
略
）
ベ
ト
ナ
ム
の
娘
さ
ん
で
、
日
本
に
来

て
ま
だ
１
か
月
だ
そ
う
で
す
。
日
本
で
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
み

る
と
、「
漢
字
が
難
し
い
」と
た
ど
た
ど
し
い
日
本
語
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

　
（『
読
売
新
聞
』「
気
流
」
２
０
１
９
年
5
月
25
日
）

（
F
） 

浪
川
知
子
「「
田
辺
聖
子
全
集
」
刊
行
始
ま
る　

大
阪
言
葉
を
次
世
代
に
作

家
生
活
４
０
年
」

　

六
四
年
に
「
感
傷
旅
行
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
。「
小
説
現
代
」
な
ど
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
誌
か
ら
も
原
稿
の
注
文
が
来
る
よ
う
に
な
り
、「
若

い
娘
が
恋
や
仕
事
を
す
る
現
代
の
大
阪
を
書
き
た
い
」
と
い
う
念
願
が
か

な
っ
た
。

　
「
耳
で
聞
け
ば
よ
く
分
か
る
大
阪
弁
で
も
、
字
で
読
む
と
目
が
疲
れ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
ふ
り
が
な
を
使
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

 

　
（『
読
売
新
聞
』
大
阪
夕
刊
「
文
化
」
２
０
０
４
年
5
月
17
日
）

右
の
（
A
）（
B
）（
C
）（
D
）（
E
）（
F
）
に
は
傍
線
を
付
け
た
太
字
「
娘
」
は
、

前
掲
し
た
（
１
）（
２
）（
３
）（
４
）（
５
）（
６
）
の
「
娘
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
異
な
っ

て
、
す
な
わ
ち
現
代
の
中
国
語
の
「
女
儿daughter

」
と
し
て
訳
は
で
き
な
い
。
つ

ま
り
前
者
の
「
娘
」
は
、
具
体
的
に
誰
の
「
娘
」
の
意
味
で
は
な
く
、
要
す
る
に
狭
い

個
別
な
「
む
す
め
」
意
味
の
範
囲
を
超
え
て
、
一
般
的
な
若
い
女
性
を
指
す
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
そ
れ
を
現
代
の
中
国
語
で
表
す
場
合
、
確
か
に
「
姑
娘
（girl

）」
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
日
本
語
「
若
い
」
形
容
詞
は
、
中
国
語
で
「
年
轻
的
」
と
対
応

す
る
と
、「
若
い
娘
」
は
、「
年
轻
的
姑
娘
（young girl

）」
と
訳
す
れ
ば
、
最
も
相
応
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日本語と中国語における「娘」考

し
い
訳
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
語
用
論
の
観
点
を
照
合
し
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
次
の
よ
う

な
視
座
で
あ
ろ
う
。
引
用
文
の
符
号
を
変
え
た
こ
と
が
あ
る
。

言
語
へ
の
特
殊
な
視
点
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
視
点
か
ら

見
る
と
、
語
用
論
は
、
言
語
学
、
社
会
学
、
心
理
学
を
下
位
領
域
に
も
っ
た
、

上
位
に
位
置
す
る
領
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
題
の
領
域
は
潜
在
的
に
と

て
も
広
い
。
そ
の
上
、
語
用
論
と
は
、
単
に
言
語
理
論
に
文
脈
と
い
う
次
元
を

加
え
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、「
広
い
認
知
的
・
社
会
的
・
文
化
的
視
点
か

ら
眺
め
、
言
語
現
象
を
ふ
る
ま
い
（behaviour

）
の
形
式
で
用
法
と
関
連
し
た

も
の
」
と
捉
え
て
い
る ）

9
（

。

つ
ま
り
、
言
語
の
漢
字
で
あ
る
「
娘
」
の
前
に
形
容
詞
を
付
け
て
修
飾
す
る
と
、

家
族
の
内
に
属
す
る
「
む
す
め
」
は
、
広
範
的
な
社
会
に
お
け
る
若
い
女
性
を
表
す

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
を
比
較
し
て
見
た
結
果
、
言

語
で
あ
る
「
娘
」
に
関
わ
る
社
会
の
背
後
の
文
化
が
見
え
る
。
や
は
り
日
本
語
と
中

国
語
に
お
け
る
同
形
語
を
研
究
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う ）
10
（

。

六
　
お
わ
り
に

以
上
、
象
形
文
字
「
娘
」
が
、「
は
は
」
に
繋
が
る
こ
と
及
び
「
嬢
」
と
の
関
係
を
考

察
し
、
古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
娘
」
と
「
娘
子
」
の
意
味
を
考
察
し
た
。
そ
の
結

果
、「
娘
娘
」
は
母
親
と
祖
母
の
意
味
が
あ
り
、「
娘
子
」
は
若
い
女
性
を
表
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
唐
代
の
平
陽
公
主
で
は
「
娘
子
軍
」
が
有
名
で
あ
り
、

歴
代
類
似
さ
れ
た
表
現
が
見
え
る
。
一
方
、
古
代
日
本
語
で
は
「
娘
子
」
の
表
現
が

見
え
、
意
味
は
同
じ
く
若
い
女
性
を
指
す
が
、「
娘
子
軍
」
の
よ
う
な
特
別
な
表
現
は

存
在
せ
ず
、
古
代
日
本
語
に
「
娘
娘
」
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
白
で

あ
る
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
日
本
語
の
「
娘
」
に
「
母
親
」
と
「
祖
母
」
の
よ
う
な
意

味
は
見
当
た
ら
ず
現
代
日
本
語
の
「
娘
」
の
意
味
は
、「
む
す
め
」
と
「
若
い
女
性
」
を

表
す
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
の
背
後
に
は
広
範

的
な
社
会
性
が
見
え
る
。
今
後
、
も
っ
と
多
く
の
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
同
形

語
を
考
察
し
て
み
た
い
。

注

 

（
1
）　

沖
森
卓
也
「
１
９
８
７
年
に
は
、
殷
墟
遺
跡
か
ら
甲
骨
文
字
の
出
現
よ
り
も
古
い
殷
墟
初
期

と
み
ら
れ
る
土
器
の
破
片
に
卜
辞
が
朱
書
さ
れ
た
も
の
も
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
甲
骨
文
字
が
漢

字
の
濫
觴
で
あ
る
と
は
ま
だ
断
言
で
き
な
い
」
沖
森
卓
也
・
笹
原
宏
之
『
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

漢
字
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
六
頁
。 

 

（
2
）　

康
殷
『
文
字
源
流
淺
説
』（
栄
宝
斎
出
版
、
一
九
七
九
年
）
四
一
頁
。 

 

（
3
）　

同
（
2
）
四
二
頁
。 

 

（
4
）　

そ
も
そ
も
「
豆
」
の
原
義
は
、
食
器
で
あ
る
。
後
に
借
り
て
食
べ
物
を
指
す
意
味
も
あ
る
。

ま
た
容
器
や
容
量
の
単
位
を
表
す
意
味
も
あ
る
。
さ
ら
に
借
り
て
豆
の
よ
う
な
も
の
を
総
称
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、初
め
の「
豆
」の
意
味
を
表
示
す
る
漢
字
は「
菽
」（ 

 

）で
あ
る
。

例
え
ば
、『
詩
経
』「
豳
風
」
に
は
、「
六
月
食
鬱
及
薁
、七
月
亨
葵
及
菽
」
が
あ
る
。
陶
淵
明
『
桃

花
源
記
並
詩
』
に
は
、「
桑
竹
垂
餘
蔭
、
菽
稷
隨
時
藝
」
が
あ
る
。 

 

（
5
）　

同
（
2
）
四
七
三
頁
。 

（

 
6
）　

石
川
忠
久
『
詩
経
』
中
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
二
八
八
頁
。 

 

（
7
）　

竹
内
照
夫
『
礼
記
』
上
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
七
四
頁
。 

 
（
8
）　

今
井
宇
三
郎
『
周
易
』
中
（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）
七
一
九
〜
七
二
一
頁
。 

 
（
9
）　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
カ
ル
ペ
パ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
ー
著
、
椎
名
美
智
監
訳
、
加
藤
重
広
・
滝
浦
真
人
・

東
泉
裕
子
訳
『
新
し
い
語
用
論
の
世
界　

英
語
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
研
究
社
、二
〇
二
〇
年
）

八
頁
。  

 

（
10
）
荒
川
清
秀
『
日
中
漢
語
の
生
成
と
交
流
・
受
容
―
―
漢
語
語
基
の
意
味
と
造
語
力
』（
白
帝
社
、

二
〇
一
八
年
）
三
〇
四
頁
。　
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（
Ｂ
）
井
波
綾
子
「
話
し
か
け
る
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
な
印
象
」

　

縦
書
き
と
横
書
き
、
ど
ち
ら
が
好
き
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
ま
ず
は
縦
書
き

と
答
え
る
。
子
供
の
頃
か
ら
続
け
て
き
た
習
字
や
ペ
ン
字
が
、
自
然
に
身
に

つ
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
く
ず
し
文
字
の
美
し
さ
、書
き
や
す
さ
な
ど
、

何
と
い
っ
て
も
縦
書
き
で
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、
若
い
娘
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
１
枚
の
は
が
き
が
私
を
目
覚

め
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
か
ら
３
０
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
贈
っ
た
結
婚

祝
い
の
お
礼
状
だ
っ
た
。は
が
き
一
面
に
横
書
き
文
字
が
１
字
１
字
丁
寧
に
、

し
か
も
ま
ろ
や
か
に
簡
素
に
し
た
た
め
ら
れ
、
そ
の
読
み
や
す
さ
に
私
は
全

く
心
打
た
れ
た
の
だ
っ
た
。

 

（『
朝
日
新
聞
』「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
２
０
２
０
年
8
月
12
日
）

（
C
）
辻
田
広
幸
「
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
、
交
流
楽
し
い
」

　

道
路
沿
い
の
畑
で
草
抜
き
を
し
て
い
る
と
、
若
い
娘
さ
ん
２
人
が
話
し
か

け
て
き
た
。
な
ん
だ
か
言
葉
が
た
ど
た
ど
し
い
。
出
稼
ぎ
で
来
日
し
た
ベ
ト

ナ
ム
人
で
、私
が
引
き
抜
い
て
い
る
雑
草
の
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
が
欲
し
い
と
言
う
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
い
つ
も
食
べ
て
い
て
懐
か
し
い
そ
う
だ
。
か
わ
い
い
孫
の
よ

う
な
助
っ
人
と
草
抜
き
を
楽
し
み
、
思
わ
ぬ
国
際
交
流
で
若
返
っ
た
。

　
　
　
　

 

（『
朝
日
新
聞
』「
声
」
２
０
１
９
年
9
月
27
日
）

（
D
）
右
田
和
孝
「
支
え
合
う
老
人
と
若
い
娘
」

　

も
は
や
読
む
こ
と
が
か
な
わ
な
い
エ
ル
ネ
ス
ト
は
、
偶
然
に
出
く
わ
し
た

素
性
の
知
れ
な
い
若
い
娘
ビ
ア
（
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
ポ
エ
ス
テ
ル
＝
同
左
）
に
、

手
紙
の
読
み
書
き
を
依
頼
す
る
。
感
情
表
現
が
下
手
な
エ
ル
ネ
ス
ト
に
ビ
ア

は
訴
え
る
の
だ
っ
た
。
想
（
お
も
）
い
を
秘
め
た
ま
ま
で
い
い
の
？

　

は
た
目
に
は
、部
屋
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
若
い
娘
と
の
関
係
は
、

老
い
た
男
が
た
ぶ
ら
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
か
映
ら
な
い
。

 

（『
読
売
新
聞
』
大
阪
夕
刊
「
娯
楽
」
２
０
２
０
年
7
月
17
日
）

（
E
）
上
辻
正
七
郎
「
介
護
で
頑
張
れ　

ベ
ト
ナ
ム
の
娘
さ
ん
」

　

妻
と
２
人
で
度
々
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
日
、
若
い
娘
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
、
先
輩
職
員
の
後
に
つ
い
て
仕
事
を
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。（
中
略
）
ベ
ト
ナ
ム
の
娘
さ
ん
で
、
日
本
に
来

て
ま
だ
１
か
月
だ
そ
う
で
す
。
日
本
で
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
み

る
と
、「
漢
字
が
難
し
い
」と
た
ど
た
ど
し
い
日
本
語
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

　
（『
読
売
新
聞
』「
気
流
」
２
０
１
９
年
5
月
25
日
）

（
F
） 

浪
川
知
子
「「
田
辺
聖
子
全
集
」
刊
行
始
ま
る　

大
阪
言
葉
を
次
世
代
に
作

家
生
活
４
０
年
」

　

六
四
年
に
「
感
傷
旅
行
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
。「
小
説
現
代
」
な
ど
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
誌
か
ら
も
原
稿
の
注
文
が
来
る
よ
う
に
な
り
、「
若

い
娘
が
恋
や
仕
事
を
す
る
現
代
の
大
阪
を
書
き
た
い
」
と
い
う
念
願
が
か

な
っ
た
。

　
「
耳
で
聞
け
ば
よ
く
分
か
る
大
阪
弁
で
も
、
字
で
読
む
と
目
が
疲
れ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
ふ
り
が
な
を
使
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

 

　
（『
読
売
新
聞
』
大
阪
夕
刊
「
文
化
」
２
０
０
４
年
5
月
17
日
）

右
の
（
A
）（
B
）（
C
）（
D
）（
E
）（
F
）
に
は
傍
線
を
付
け
た
太
字
「
娘
」
は
、

前
掲
し
た
（
１
）（
２
）（
３
）（
４
）（
５
）（
６
）
の
「
娘
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
異
な
っ

て
、
す
な
わ
ち
現
代
の
中
国
語
の
「
女
儿daughter

」
と
し
て
訳
は
で
き
な
い
。
つ

ま
り
前
者
の
「
娘
」
は
、
具
体
的
に
誰
の
「
娘
」
の
意
味
で
は
な
く
、
要
す
る
に
狭
い

個
別
な
「
む
す
め
」
意
味
の
範
囲
を
超
え
て
、
一
般
的
な
若
い
女
性
を
指
す
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
そ
れ
を
現
代
の
中
国
語
で
表
す
場
合
、
確
か
に
「
姑
娘
（girl

）」
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
日
本
語
「
若
い
」
形
容
詞
は
、
中
国
語
で
「
年
轻
的
」
と
対
応

す
る
と
、「
若
い
娘
」
は
、「
年
轻
的
姑
娘
（young girl

）」
と
訳
す
れ
ば
、
最
も
相
応




